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納
屋
物
の
形
態
に
於
け
る
商
品
化
が
顯
著
と
な
つ
て
、
砂
溏
取

?[
は
此 

處
に
二 
：段̂

發

蜃

夺

る

塗
<>

た
の
へ.
で
：弗
る
0

.-

,■

へ)

'.
.

ベ

一

1
、
'

 

島
津
黑
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'
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ハ
が
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:

德
川
時
代̂

於
け
态
諸
侯
ば;-
>

.
:̂
0

#

濟
的
基
_

を
各
藩̂

:

^

る
農
村
«:
^

^

&

置
ぎ
馆
ら《

^

を
都̂

經
濟(

に
入
セ
&
:む
.
^̂'
餘
儀
な
く
せ
ち
雅
た
結
果
、
諸
侯
に.と
0
.て
.財
政
の
窮
芝
は
芘
し
く
必
然
的
尨
運
命
で
あ
つ
た
。
諸
^
は
そ
の 

財
政
的
破
錠
か&

脱
出
ず
ベ
.く
、
總
ゅ
各#

段
^

^

^た
0

^
>̂
る
：が
、
：

〔
:̂
给
£
:っ̂

^
で
產
_

视
各
藏
で
：は
砂«

の
：
獨

占

贼

賣

：
が

行

：

：

ン

れ

た

の'で
，：
あ

る

？

之

が

島

津

黑

糖

：と

し

て

、

.
輸
入
猶
に
次
い
で
大
坂
に
出
廻
り
、
大
坂
砂
糖
市
場
に
於
.て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
に
至 

つ
た
。
.

.

.

.:.
:-
•
. 

,
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.'
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-
;H

'.
•

沲
美
大
島
は
我
國
最
，
ゆ
砂
糖
產
她
で
、

.「

製
糖
澳
は
旣：

に
慶
長
库
間
に
傅
は
：分
た
：在

！

^

:

れ
て
居
る
o

>

而
し
セ
大
島
は
寬
永
元
苹
ょ

. 

1.

粗
米
を
奴H

鳥
津
氏
に
貢
を
な
，す
に
至
っ
た
が
、
■
»

■
享 
一?

砂
糖
を
以
て
上
納
せ
じ
め
：る
事
を
命
じ
、

「

拇
糖
上
納
制」

.

な
.

る
も
の
. 

\

が
:*

施
潘
れ
.

た
の
*

-«
>

名
。
舞
|

津
藩
は
：そ
：の
：財
政
立
直
し
を
失
島
黑
糖
.0

齒
品
化
に
求
：め
、
產
出
能
ヵ
以
上
?>

上
納̂
 

島
民
を
黑
糖
奴̂

の
：地
粒
に.
迄
轉
落
せ
し
暴
務
ぺ.又
；文
：政
十1
;5(

：1
說
：に
は
天
保
元
年)

に
は
窩
媒
島
，
德
之
鳥
と
共
に
、

「

砂
糖
傲
買
_
: 

.

入
制」

^

•

實
施
；す
备
：に
：茧
グ
、
三
島
の
.

砂
糖
を
藩
に
於
て
獨
占
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
貢
溏

(

御
：定
式
上
納
分)

の
殘
餘
も
餘 

訐
糖
'

と
：し
.

て
島
民
：の
：
0

用
必
需
.

品
と
養
换a

た
。J
rf

ベ
：P

如

藩

は

德

川

時

代

國

產

，政
策
中
最
も
霞
し
た
方
法
を
：採
り
、

ヾ

財
政 

的
咬
は
矢
成
功̂

收
め
：る_
.

が5

來
：た
。

,
.

:

_

他̂
種
子
島
に
於
變
：文
政
走
年
藩
の
寶
土
制
餐
施
し
て
失
島
同
様
の
；取
；极
办
を
な

' 1

>

,'
'

琉
球
^

亦
疋
«

上
擗
0,

形
武
で
::
>

:

.

島
潘
藩
に
納
入
或’
ひ
ば
：馨

.碧

:

1
尤
0

如
ぐ
に
：1>
'
て
島
潇
策
^

^

*の
#

.«
を
：獲
得
し
、：

之
I

一
島
御
用
船
を
以
て
大
坂
市
場
に
廻
送
し
て
販
寶
し
、
そ
れ
に
依
っ 

ハ
て
財
政
收
入
の
墙
加
を
威
っ
た。
：

.
■

、
‘
. 

• 

* 

.

;

而
し
て
島
-»
黑
糖
は
そ
の
初
期
：に
は
大
坂
市
場
に.於
て
ニ
つ
.の
系
統
を
通
.じ
て
賣
却
さ
れ
た
。1.

っ
は
問
屋
.を

通

匕

て

の

販

賣

で

.
あ
ぐ 

る
-?
;

抑
ち
鳥
津
.藩
嚼
の
：證
胸
を
舨
賣
ず3'
;

爲

め

寬

永

；
年

間

翁

.立
;€
1-
め
た
薩
州
定
問
屋
釭
通
じ
て̂

七
#

せ̂

を
：事

か

を

し

て

：

—

名

七

軒

問

屋
.

と
*

其
.

ひ
-'
:
*
;
:朋

和̂

た
爲
め
i
達

)

|

ー：士
.戸

の

聞

屋

.
暴

じ

^

薩
州
外
問
屋2

;
名
コ?

軒
間
屋
雪

:

.

;
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「
(

忽

5

.

)

ソ

.

.

.

. 

:
.議

■
遲

■

_

面

響

■

孤

裡

« :
賺

州

_

«

薇

■

痛

屋

薩

ぬ

聲

f

;

譲

. #
買

(

康

紅

：

毛

砂

糖

荒

物

仲

買

)

-
へ

賣

却

し

た

の

で

ぁ

.る

。

併

じ

乍

'ら

.か

\

る

藩

丨

問

屋

1

仲

貿

と

写

ふ

配

給

經

路

は

、

琉

球

、

鐘

子

島

*

薩

摩

大
 

‘隅

本

出

の

‘砂

糖

に

限

ら

れ

、

大

島

、•'

喜

界

島

、
、

德

之

島

0
砂

溏

は

藩

の

所

有

に

' «
し

そ

居

た

の

，で

、

藏

屋

敷

に

於

て

入

札

を

以

て

直

接

.
着

■
裏

逢

％

1

方

法

■

■

養

■

_

&

_

*

■

■

荒

物

仲

買

天

仲

！

！

律

黑
f

l

ふ

i

'

の

.仲

質

を

指

定

し

六

龃

の

小

仲

間

を

組

織

せ

し

め

蠹

立

人

砂

糖

入

札

仲

買

#

間

と

し

、

文

化

文

政

の

頃

に

は

更

；に

，
五

組

を

加

/

、
，
此
 

の

黑

前

入

札

仲

賀

十

一

組

が

蔵

屋

敷

に

於

て

：獨

占

的

に

入

札

取

引

を

行

つ

だ

.の

で

ぁ

る

。

'
.
.
鐘

ぬ

,

保

年

^

^

_

載

霸

制

が

實

_

_

!

■

忙

^

_

沒

::
0

:1
_

成

問

屋

漱

#

: «
樣

_

ぺ

儀

; «
札

伸

^

^

|

*

め

驰

-:
'
#嚴
立

1 >
.^

各

典

に

、

十

一

組

仲

買

商

は

堺

筋

仲
E

貝

中

最

も

有

力

'な

も

の

と

な

る

に

至

つ

‘た

の

で

ぁ

る

。

，
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:
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け
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猜

大

坂

出

廻

高

' 

■

一

二

〇

〇

萬

片
 

~

; 

:
' t

t

'0
:

.

t 

ノ
ノ

_
'ャ
：
.：
::

.

.
:

:'
..'
ト
' 

.

-

,
..

■:
..
....
 
,
 

..

.

.

: 

.•■
:■
■'■.
.
 

-
 

\ 

:
■*
.
.
.
.

」

■'
'
.
.

 

' 

,

:

.

1

15:

〇
，

.

.

0

,
^
, 

::
:
'
.
';
'

.

:;
-
;
^
^
^
^
^

. 

;

.

.

\

U

M五
：
®

:

4
 

n
-
r
.

:

.

,

C

 
本

邦

糖

業

史

四

〇

五

頁

：
}

、

-

f

:

v

.

.

v
、

M

,
 

.
 

ノ

糖

(

島

津

藩

領

各

地

產

)

’

ゝ

- 

.

;

ん

3

佐

、
日

间

、
肥
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等

產
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‘
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產
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一：：

ざ
 

.

胼
紅
'%
砂
师
に
次
1い
で
島
涑
黑
糖
が
大
坂
市
場
、に
出
廻
る
に
っ
.
.れ
'
.砂
糖
の
»-
要
は
漸
次
增
加
し
た
。
然
る
に
府
紅
毛
砂
請
の
輸
入

は

砂

糖

輸

人

に

依

‘る

芯

貨

流

出

を

愛

へ

て

、

■國

.内

製

猜

業

の

獎

勵

を

行

^
、

各

藩

.に

於

て

も

脉

政

々

策

.と

し

て

^
業

、；の

緣

#

5 :
:
獎

勵

し

' 

た

。

力

く

し

'て

寬

永

部

間

！i

岐

砂

猜

が

大

坂

に

出

廻

っ

た

の

を

始

め

と

し

て

、

各

地

か

ら

輸

送

さ

れ

る

榇

に

な

り

、

此

處

に

於

て

和

^
 

ひ

配

給

組

織

も

漸

次

.
備

さ

れ

る

に

军

づ

-た

の

^ -
あ

る

0 

, 

,而
；a

 

で
f

初

期

に

於

て

は

、

之

導

の

兰

過

.段

，が

1

^

し

て

農

寅

產

糖

家

)

•の

手

に

依

っ

て

行

は

れ

た

0
.
.併

し

乍

ら

砂

俯

坐

產

の

發

機

め

伴

っ

て

、

. 

從

來

農

象

の

副

業

と

し

て

行

は

れ

た

製

■
業

亦

漸

次

分

離

し

、

其

處

に

社

' #
的

分

業

が

，.織

注

し

た

。

此

の

*
作

^ :
;

* '
«

&

分

離

ゅ

德

川

 

時

代

各

糜

擗

地

，に

於

.て

嵬

ら

れ

る

。

M

-へ
•ば

震

亿

は

、

赏

農

は

甘

菔

栽

培

.の

み

に

從

祺

し

、

.1

般

農

家

で

馨

勝

栽

培

也

事

贅

 

製

造

，を

締

小

屋

と

稱

す

る

製

造

徵

で

行

ひ

、

M -
に

精

製

事

業

は

搾

屋

^

る

^ :
€>
が

仲

賈

を

通

じ

て

賈

入

れ

た

.
{
|
1
下

贿

精

辦

を

な

1 ;
て

居
 

'た

o
.叉

駿

河

遠

江

觚

方

..
で

は

農

家

.に

於

て

‘
煎

作

白

下

擗

製

造
(?
>
み

.行

は

れ

、

精

製

作

業

は

，
！
1

下

«
を

買

集

め
^

商

賈

が

行

，ひ

、

：
和

泉

河

 

内

地

.方

で

も

i

製

趙

は

仲

買

を

通

じ

て

農

家

か

ら

ぬ

.下

糖

奮

_

め

た

廻

»
問

屋

；或

ひ

は

富

農

：に

於

て

行

は

れ

た

.9

又

紀

餅

、

：

土

佐
 

へ

に

龙

次

は

讀

精

作

業
'-
.
0.み

は

藻

遍

賺

赛

歷
'ル

、

«:
伊

亦

.岛
丈
治
-v

葛
同
太
藏
办
'三
名
に
命
じ
更
に
後一

一
十
七
名
'
に

對

し

國

有

株

と

稱

し
て
特
許
事
業
と
し
たo
\

 

.

以
上
の
如
く
蔗
作
が
ら
分
離
し
た
製
猜
卿
は
か
な
り
0

程
’度
に
於
て
.潑
服
し
で
'、
其
處
_に
は
質
勞
働
が
使
用
さ.れ
、
少
く
と
も
小
規
檄 

り
本
资
本
ホ
義
成
立
過
程
^
於
け
る
郎
給
組
鳞
の
變
苹

 

六

七
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九
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1
=
本
資
本
主
義
成
立
過
程
に
於
け
る‘酣
給
耝
繳
_

’舉
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六

八

：
.：

(

九
ニ：

H
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の
マ
ニ
，1
ユ
フ
T-
ク
チ
ユ
ア
が
顯
は
れ
て
居
た
の
で
氙
る
。
而
し
て
そ
れ
等
砂
_

は
仲
買
の
手
に
依
つ
て
買
集
め
ら
れ
、
船
問
屋
に
委
託 

さ
れ
る
か
、
或
ひ
は
問
屋
が
購
入-し
て
允
坂
に
.積
送
つ
た
の
で
ぁ
る。
.
- 

'

' 

.
:

.

」

：

'
ロ
、

集
散
市
場
‘

.

.

大
坂
市
場
_に
队
廻
つ
た
和
糖
は"
•藏
物
と
納
屋
物
と
，
.に
區
別
せ
ら
れ
る
。
和
糖
大
坂
廻
着
の
初
期
に
於
て
は
、
前
者
は
島
津
黑
糖
の
；
 

場
合
と
同
様
各
藩
自
ら
大
坂
藏
屋
敷
に
積
出
し
、
' 

.
其
處
で
入
札
或
ひ
は
直
組
の
方
法
を
以
て
堺
筋
の
府
紅
毛
砂
糖
^

㈱
#

員
®

に
®

®

. 

さ
れ
、‘
後
者
■は
産
地
で
船
頭
に
婆
託
さ
れ
、
船
頭
に
依
つ
て
堺
筋
仲
買
に
販
賣
さ
れ
て
居
た

•の
，
で

ぁ

る
.。

併

し.和

糖

：
の

出

廻

り

.が
漸
次
.

也
刺
す̂

鳴
つ
拟
■

ジ
西
道
頓
靡
河
愚
：謙

垃il
l

w

g

fc

和
糖
■
霊

ず

;

節
爾
火
敗
問
昆
篥
務
あ
行
灰
中
欠
に
尨
^

^

夂
赘
ぁ
1

漏

(?
>
'紕
某
茇
保
五
：年
ね
釉
製
砂
糖
引
受
問
屋
採
'#

間)

^

^

^

铃

從

聽

酸̂

荷
受
奴
：-7!
;
;居
■

_

四
名
お
も
吗
％
名
を
選
观
マ
更
_

藤
藥
問
屋
#

和
糖
引
受
1>

者
ょ
知
選
;̂
_

 

へn
て
、.

和

』

_

0

货
ざ̂

タ
嚴
运
翌
年
唉
比0

^
四
崧
|:
:
-禮
加
ぞ
入
せ
し
め
、:-
.
.
-
1

,

年
0

^

し
>め
.ら
.れ
た
。
 

.

、

か
ぐ
し
て
、
或■ひ
は
產
地
製
糖
家
か
ら
船
頭
又
は
產
地
問
屋
を
通
じ
て
、
或
ひ
は
仲
買
に
從
つ
て
貢
集
め
ら
れ
て

'太

坂

.に

稹

遂

ら

れ 

た
_

糖
_

滅
负
刺
_

問
屋
0:
觸
_

委
：
亂_

_
、
ー_

«'
-

®

^
 

:、
ぐ
'
:
"
'
.
:
.
へ
へ
,
 

而
し
て
砂
糖
の
，取
引
が
發
達
す
る
に
つ
，れ
て
、
‘各
.藩
に
於
て
も
砂
糖
販
寶
に
依
石
財
政
收
人.を'企
|
1す
：る
-£
至
.り
、•產
地
各
藩
す
は
： 

•—
*
.方
に
：於
て
製_
の
保
_

獎
勵
を
_

4

:と
共
.ぬ
、
他
龙
ね
於
て
砂
晴
の:-
»

送
販
寶
に
忙
て
，も
大
坂
藏
屋
敷
爻
通
じ
，て
關
與
す
る
の
方
罾 

に
.出
た
。
寬
政
享
和
よ
り
文
化
の
顷
迄
は
藏
屋
敷
關
與
の
?>
,
の
は
少
か
っ
た
が
、
天
保
の
骐
よ
り
各
藩
の
，關
與
す
る
も
の
が
ま
夂
%
⑽

. >

る
に
至
っ
た
。
：
_

^

天
俅
五
年
和
糖
問
屋
祢
伸
間
設
定
：の
當
時
_

_

名
 

ふ
所
で
あ
づ+

_

';
:

'

_

M

は
翁
§

1

へ
阿
彼
，;11

後
'
>

丸
_

等
生
要
鹿
地
の
藩
主
は
總
て
之
を
藏
物
に
引
直
し
た
^

巧
策
の
_

き
洛
*

の
財
政
窮
泛̂

恶
'<
"

藏
#

^

上
は
>
、和
糖
問
质
の.地
位
'を
低
下
せ
じ
が
た0
か
く
て
和
糖
問
屋
は
そ
：の
株
仲
間
設 

定
當
時
に
於
セ
も
そ
の
犄
受
數
量
ゆ
飾
眼:̂免
げ
：、
更
迄
各
藻
が
藏
物
め
肋
直0
恕
結
*

藏

屋

敷

；
よ
1

直
接
仲
買
に
賫
却
せ
ら
れ
、
和 

'
糖
問
厘
の
業
務
は
著L
:<
:

局
限
さ
れ
た
。
勿
論
途
中
よ
り
藏
物.に
引
直
し
た
藩
に.あ
つ
て
.は
、.
問

屋

の

介

柱

を

全

<:
'
無

視

す

る

事

が

出 

來

冼
;;
>

そ

め“兮

部1
藏

：屋

敷

为

入

*

し

於

後

、
;;
:
-
;
そ

の

落

 

賣
捌
き
方
を
委
託
し
て 

挪
筋
仲
賓
に
舨
賣
せ.1
.
め
た
の
で
あ
る0 

,

'
.
:
:
:
.
1

芯
て
問
屋
；が
ら
和
雜
を
買
受
け
る
埦
筋#'
'

罠

は

黑

糖

屮

；
：：ー
：：
；
組

#:
'
賢
ざ
.同
様
”齡

弔

砂
_
沖
賈
商
か
ら
轉
化
し.た
も
^

之
は
幕
末
.に
至
るM

株
仲
間
：の
設
定
を
見
ず
、
藏
物
を
扱
ふ
各
藩
別
.の
小
仲
問
と
纖
屋
物
仲
間
#
^
分
れ
て
何
等
絲
へ
一
し
た
仲
間
が
存 

在
七
な
^

つ
：た
O

M
糖

和

獲

：、出
廻W
增

加

に

っ

れ

、
て

輸

人

«

は
腿
迫
せ
ら
れ
た
結̂

、
'
^紅
^

^
糖
^

^
-̂

胃
も
ゝ
或
认
ば̂

津
黑
®
 

入
札
^
1
:
:組.仲
賀
^

或
ひ
は
和
_

仲
買
に
變
化
：し
た
の
で
あ
る
が
、
前
衆
が
株
仲
間
：の
：設
定
ゼ
み
七
確
固
た
る
.地
位
を
築
い
た
に
も
拘 

玉

忠

後

者

片

は

統

，
：

1
:
'し
；*
|
;間
が
紀
猝
つ
た
の
で
あ
る
。
文
化
年
間
桃
筋
仲
買
仲
間
よ
へ
^

講
よ
レ
長
久
講
、
：大
黑
講
よ
技
榮.
 

篇
講
、1
.
H社
講
よ
り
榮
為
講
等
が
分
出
組
織
さ
れ
た
が
、
漸
次
そ
の
關
係
は
弛
緩
し
、
.各
藩
が
蔵
物
扱
人
と
し
て
仲
買
中
よ
り
御
屋
敷 

立
入
仲
買
を
指
宛
し
て
そ
れ
に
獨
占
讷
資
格
を
與
へ
た
爲
め
、
前
述
せ
る
如
く
各
藩
別
の
小
仲
間
と

1
ー：.般
納
屋
物
伸
賈
の
分
党
が
行
は.

,
れ
る
に
至
つ
た
。

.

,ハ
.
、

消

費

市

場

. 

•

/
 

, 

\ 

.
 

.
^
y
. 

.

火
坂
に
於
け
る
砂
糖
取
引

Q

發
M

は
そ
.の
.市
場
の
擴
大
を
伴
；̂
、
交
通
の
發
達
に
つ
れ
て
砂
賭
は
江
戸
を
始
め
各
地
に
輸
送
せ
ら
れ 

■

:.
: 

2
1
本
資
產
義
成
：立
過.程
：柃
於
：け

.る
配
耠
組
綠
の
：變
革'
: 

“
九
，：

(

九“I

七
y



日
本
資
本
主
義
成
立
過
程
に.於
け
る
酣
給
鈕
織S

革

:;
'

|

'

笑
ー
1
て

' 

"
る
祀
至
り
;'
:
-
:
'
漸
次
廣
臃
圍
1

旦
.‘る
：商
品
流
通
が
形
成
さ
れ.つ
;\
.あ
つ
た
0
.
.
, 

へ
.

'

:

:

.

:

江
戶
向
の
砂
,

は

桃

筋
-̂
[

買
'<
}
:ヵ
天
.明
四
年
--
:
.十
四
組
江
1尸
積
問
屋
.な
る
株
仲
間
.：が
制
定
.せ
' ら

れ

：
て

、

そ
の
.
中

の

藥

爾

庙

逛

に

衣 

.■•つ
て
极
.牲

机

、
，
發
@

廻
船
或
ひ
は
撙
廻
船.に

依

つ

て

、
江

戸

に

積

送

ら

れ

た

の

で

あ

る

o

其
の
他
の
地
方
に
對
し
て.±
、
例
べ
ザ
沙
^
七

■•
.
.溯
賴
侧
_

::
*

蕭

激

■

響

傭

糖
^

^

雪

響

が

馨
1

_

_

他

種

商

品

ゅ

減

|
て
思
た
.の
で
あ
名
。
右
し
株
^
:間
と
し
て
は
公
認
さ
れ
尤
居
な
か
.つ
たO

 

•之
等
に
依
れ
稹
送
右
れ
名
砂
^

は
、
大
坂
£
接
他
、方
以
：

藤
物
荷
受
問
屋
パ
各
種
天
坂f

:荷
物

荷
受
問
屋
等
に
依
つ
て荷
受
せ
ら

れ

た

の
‘

で

あ̂

.0

,

‘而
し
て
當
峙
の
，砂

選

消

費

市

場

セ..て*

も
顯
著
；な

ヵ

を
.の
'は
.、
5

造
も
な
く
、江
戶
で
あ
る
。
江
戶
に
於
け
る
|

の
2

 

.
け

猫

_

■

■
ほ
■

譲

9

表
在
.戸
汁
齟
通
.忠

_

逦
店
組
亦
诹
扱
ー
つ_

ゐ
—

社
屄
^
 ̂

自 

細
害
ネ
の
;3
[

ヶ
r̂
本
掊
入Q

1

0
に
數
へ
.ち

れ

S

紅
毛
砂
^
2は
大
坂
を
經
由
せ
ず
し
て
江
戶
へ
の
直
送
も
行
は
れ
で
居
^

が
、
其
の 

後

遽

舊

散

市

場

と

し

て

適

達

言

，に
及
ん
で
、
.
大
坂
商
人
の
.
.手

美

て
^

■

ル

暴

保#
.

蓝

»

裤

於

遞

問

屋

淙
<>

の
1 |
|

議

怒

聲

观

十

還
.に
始
太
傅
'馬

屢

獄

問

渥

十

：
汍

：盡

'も

：認

可^
恕
が
、
同
時
に.兩
藥
醫
屋
以
外
の
藥
種
屋
に
て
も
荷
受
：し
缚
る
事
を
；

許
！

5
0

て
ゐ
る
o
.其
の
後
明
.和
安
永
天
明
の
頃
に
な.令

と.、.
席紅

！？

砂

糖

に

次

い
•
.で

，業

禱

も

、
江

戸

に

入

荷

さ

れ

る

.や
ぅ
I

り
、

. 

砂
樹
‘収
り
の
®

^
に
伴
つ
て
.問
屋
？̂
亦

樊

砂

糖

と

藥

分

化

せ
.ら
れ
る
に
5

たq

で
あ
る
。

;
寬
永
七
ザ
に
は
.江
爲
廻
船
镇
の
砂
糖
荷
受
^

^
が

、

公

認

ゃ

靈

仲

間

篇

衰

；
灌

吉

_

贫
^
^
 ̂

文

砂
撕
取
引
を
全
く
獨
占
す
る
に
至
.0

龙
:0

軍
に
文
*

1

:¥

に
，は
江.
后
砂
糖
問
尾
採
亦
廢
止
せ
ら
れ.て
、.
砂
糖
江
戸
稹
濺
手
次
第'-<
»
:な
，？ 

龙

が

、

間

、

無

く

取

引

が

浪

亂

す

、タ

に

至

'
'

つ
龙
爲
め
本
々
講
な
る
有
志
め
圆
體
哳
設
立
.

さ
れ
た
事
も
ぁ
り
、
か
く
し
て
江
戶
に
於
け
る 

砂
糖
取
引
は
漸
次
盛
ん
に
な
つ
て
ゐ
つ
龙

。
- 

,

.

.

.

-

‘

，
，
：

：

- 

•

、

.
-;.
•四
、
砂
糖
取
引
の#
展

■ 

. 

- 

:
 

•

も
枸
ら
ず
砂
糖
取
引
は
か
な
り
の
程
度
に
發
捧
し
て
啟
た
。
，■例
へ
ば
^
紅
毛
砂
糖
の
輸
人
數
量
は
制
限
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が

‘

、
巨
額
の
密. 

貿
渴
が
行
は
れ
た
士
茇
は
れ
て
居
名
。
叉
和
.

糖

問

屋

：
の

_

渺
§

引
，
受

數

量

に

も

制

.

限
が
加
，
ふ
れ
て
ゐ
允
が
、
之
と
て
，も
各
地
の
：砂
糖

«

 

出

高
.^

加
.

に
つ
れ
て
こ
ら
れ
ず
、
安
政
蘼
永
啤
間
に
は
始
ん
ど
空
文
牝
筹
し
く
な
つ
て
し
滹
タ
た
。, 

.

:

.

;.
.

.

.か
く
て
砂
糖
取
引
の
潑
铺
に
郸
づ
て
、
漸
次
砂
浙
商
人
の
勃
興
を
み
、
泚
處
に

.砂
_
の
配
給
組
織
が
確
立
す
る
に
至
つ
た
の
で
，

ぁ

る

。 

即
^

^

播

洗

靖

謙

带

顧

の

•
■

糖

输

：■

於

藤

露

,麗
« ;
•

_

_
海
て
：.光
飯
^

®
眞

一

.全
國 

_
に
，於
て
说
«
節
敷
潇
難
ぶ
_
量

；響

受

募

本

議
_

把
寶
_
輪

)

，厲
に
激
媒
仲
員
め
第.に
依
つ
そ
&

戶

先

始

务

各

地

.消

費

市

場
 

の
1
問

渥

忆

廻

遂
:,
^

れ

長

の

で

.ぁ

る

。

，彼

等

•

の
大
部
分
被
；̂
|
:間
^>
設
定
.に

ょ

つ

て

.

獨
.占
的
地
位
が
與
へ
ら
れ
、
爾
次
そ
の
資
本
を
蓄
積 

し
て
，
V 
つ
た
の
•で
あ
.る
。

,

'
:■
■
:*
-
• 

•
;
: 

'
:

'.
■

. 

;, 

:
,■

.

.

.

.

.

.
 

.

'•
'

W
-L
て
砂
糖
商
を
始
め
商
業
階
級
が
勃
，興
す
る
や
、
ぞ
の
勢
力
•に
.對
し
：で
打
擊
を
加
へ
ん
と
し
て}

K

保+
1
1

年

水

野

越

前

守

忠

邦

は

'、 

_株
仲
間
廢
也
令
を
出1.
'
商
人
.の
營
業
を
自
.由
と
1>
た
。
和
製
：砂
糖
問
屋
株
仲
間
、
康
紅
毛
砂
糖
荒
物
仲
買
三
講
株
仲
間
は
，

.一

般
ょ
b
や

ふ

謂

^
ホ
.顏

9

1

_咬

茧

藤

實

收

觀

が
_
顏

_
1 :
;
:達

哎

龜

隱

顏

ぶ
_
鑛

_

藩

奮

：の

醫

國
貨
物
の
.產
地
留
遛
の
’禁
止
が
命
ぜ
ら
れ
た
於
、
實
際P
は
行
は
.れ
.な
か
つ
た
。
'

,

H1
本
資
营
義
成
.允
過
|
.に
：_

を
@0
;
氣

馨

讓

''
.
:;
4

'

'■
■(

允
：

tl

九
.

)

.



本
^

本
主
義
成
立
過
程
に
於.け
る
，
醐
粉
細
辚
の

.

I
 

七
二 

(

象

8:
'
,

而

し

て

.

「

.
天

保

改

r

平j

ヵ
行
は
れ
た
當
時
は
、
砂
糖
取
引
が
漸
く
發
M

の
途
に
つい
た

時

で

あ

つ

て

、

砂
觀
商
に
與
へ
ら
れ
た
打
聲
は 

少
か
ら
ざ
る
も
の
が
患
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
乍
ら
®

紅
毛
砂
糖
を
取
扱
ふ
糖
商
を
始
め-
議

の

鳥

津
S

:
敷
ょ
り
公
認
，さ
れ 

^

.'
•■̂

キ
舰
,;
#

^

^
-«
谓
暮
0

;̂
養
_

靡
^

^

<?
>

獨
成
纂
^

^
豪
:̂
»:
[}
|
:き

,1
1>;
:
が̂
>̂
,

^

>*:
;:?
>
:

紙
#:
^

多
-̂
^

た
.肌
紙
^

屋
%

o
_ 

場
合
で
す
ら
'ノ
旣
に
麗
仲
賈
は
か.な

り

，
の

程

度

に

發

達

I

、
容
易
に
他
の
者
の
介
在
し
得
る
所
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ

る

。

右
の
如
く「 H

<

保

肇」

は
砂
_

給
組
織
に
對
し
て
何
雲
質
的
な
影
響
を
與
へ
ら
れ
な
か
つ
た
。
此

Q

事
は
當
證
に
商
人
の
勢 

为
が
か
な
り
顯
蕃
な
發
展
を
と
げ
、
支
配
階
級
の
經
濟
的
衰
退
に
依
る
そ
の
政
治
權
ヵ

.の
額
廢
が
進
行
し
て
居
太
霉
を
示
し
、

'

片

の

法

 

令
に
，依
つ
て@
給
.紐
織
が
容'«
に
變
化
せ
し
め
傅
な
い
.事
を
蒸
書
す
る
も
の
で
あ
る
。
.長
崎
に
於
け
る
康
紅
毛
破■
輸
入
の
，决
等
はt
 

坂k
&
Q

金
力
に
依
ら
ざ
れ
ば
遂
行
し
得
ず
、
從
來■'還

藩

を

始
‘め
.
.各
藩
S

物
砂
■

の
取
引
獨
占
關
係
を
結
ん
で
ゐ
た
和
猜
問
屋
， 

堺
侦
仲
買
等
も
そ
の
高
利
貸
資
本
と
し
て
の
性
格
の
爲
め
に
、
之
を
排
除
し
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る

C

又」

般
納
M

物
に
於
て
も
大
坂 

.
S

問
屋
は
單
な
る
委
託
問
崖
と
し
て
の
地
位
か
’ら
離
脫
し
て
、
金
融
關
係I

じ
て
產
地
荷
f

制
約
し
つ
、
あ
り
、
配
給
組
織
上
旣 

に

確

固

た

，
る

地

位

を

築

き

つ

、

あ

つ

，

た

。

產
地
問
屋
も
亦
か
な
り
の
發f

遂
げ
、
漸
次
單
な
る
委
託
問
厫
の
地
位
を
脫
し
.て
、'
產
«
 

ー家：

^

是

_

把

黑

::
:
:
|
.巧

;1
德

雜

機

_

1:
._

_

: 1

.
;§
;

# :

1'
:
1

^

農
家
忙
對
し
て
背
蔗
栽
培
及
び
砂
糖
製
造
資
金
を
貸
付
け
、
そ
の
引
當
と
し
て
產
糖
を
闾
收
し
て
製
溏
家
を
支
配
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

姐
く
の
如
く
砂®
 Q

大
坂
I

;
に
於
け
A

取
：̂
は
か
な
り
の
程
度
に
行
は
れ
、
葉

に

は

そ

Q

商
品
經
濟Q

蟹

装

と

同

#
編
 

取
引
，
雀
金
取
引
を
も
生
ぜ
し
め
た
。
之
等
延
取
引
、
差
金
取
‘引
は
即
ち
資
本
主
義
經
濟
組
織
の

一

特

徴

を

な

す

投

機

取

⑴

の

萠

芽

で

 

あ
つ
て
常
時
砂
俯
商
品
流
通
が
，如
何
に
發
展
し
て
‘ゐ
た
か
を
.示
す
も
の
で
あ
る
。
 

'

'

从
紅
毛
砂
航
及
び
各
產
地
か
ら
出
廻
つ
た
砂
辦
は
、
前
述
せ
る
如
き
種
々
な
る
配
^
^
織
を
通
じ
て
取
引
さ
れ
、
各
々
封
建
的
統
对

糖?維鐘|/  ：̂：

下
に
於
て
盤
然
た
る
系
統
を
通
じ
て
問
屋
.#

貢
.

の
手
で
取
引
さ
れ
、
そ
れ
が
更
に
各
地
に
輸
送
さ
れ
た
の
で
あ

‘

る
が
、
幕
末
に
至
る
と 

各
種
砂
溏
の
出
廻
賓
は
猶
增
扣
て
、
妙
糖
取
，引
は
從
來
の
封
建
的
統
制
即
ち
蔵
屋
敷
の
輿
寶
、:
問
屋
仲
買
の
獨
占
的
取
引
等
を
超
へ
て 

行
'id

：
れ
る
に
至:^
^

_

荷
芏
必
問
屋
伸
慣
奴
集
哈
的
相
對
漱
訃
_

變
他
把
_

擊

^

ぬ

緊

っ

爹

':
.:-
、

；
'

.

:

、

“

:

-:
:
-

以
ま
$
:
如
ぐ
延
取^'
^

金

取

；卯
''
;

]

集
ル̂

相
釙
取
郎
帶&

發
生
汝
»

情

择
^

も
見
る
べ
き
も
の
ヒ
發
坐
せ
し
め
て
居
る
。

か

く

し

て

幕

末

、
に

於

て

は

> 
砂
猜
取
引
の
發
股
が
確
固.た
る
配
給
組
織
の
確
立
を
生
み
、
■.
更
に
そ
.の
取
引
は
各
種
の
封
蜜
的
束
縛
を 

超
ぇ
て
發
達
し
、
其
處.に
資
本
主
義
經
濟
組
織
下
に
於
げ
る
商
品
取
引
の
特
質
さ
へ
示
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る

。

.

.

第
ニ
節
明
治
維
新
と
砂
糖
配
給
組
織，
.

っ'
.
.
V
續

;'
::
J

、'
遲
的
齔
革
と
：砂
溏
配
給_
織
：
" 

;

v
:
'
v 

.

.
'
'
.

前
節
で
述
べ
た
如
く
、
，幕
末
に
於
け
る
砂
糖
商
ロ
pH
5
流
通
ば
"

既
に
德
川
封
建
制
度
の
制
約
を
超
へ
て
發
展
し
、
幕
府
の
亂
免
せ
る

#
 

種
の
封
建
的̂

制
を
殆
ん
ど
無
力
化
し
て
し
ま.っ
た
O

M
し
て
明
治
維
新
に
依
る
制
度
的
變
革
は
、
.
從
來
砂
糖
配
給
組
織
に
課
せ
ら
れ 

て
ゐ
た
封
述
抓
統
制
を
除
却
し
て
、
此
嚴
に
商
品
舣
引
の
一
庇
大
な
る
發

M

を
可
能
に
.し
た
ひ
で
あ
る
。

晛
治
維
新
に
於
け
る
制
度
的
改
革
巾
、
砂
勝
配
給
組
織
に
最
も
犬
な
る
影
響
を
與
へ
た
と
考
へ

■

ら
れ
る
も
の
は
、
明
ぬ㈣

苹
の
廢
*

' 

置
縣
と
年
の
株
伸
師
解
散
に
典
る
營
業
が
自
曲
で

：

本
る
P

:#

漆
孰
*

化
商q

g

化̂

じ
て
行
尨
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
•藏
屋
敷
の
撤
却
は
當
然
砂
赃
配
給
組
織
の
一
火
變
革
で
紀
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
述
せ
る
如
く*
.幕

末

，
に

至

る

迄

の

島

津

黑

歡

€>
:
•販
賣
は
藏
屋
敷
と
堺M;
#

買
十
一
組
.と
の
間
に
於
け
る
獨
占
取
引.で
あ
っ
た
が
、
：
- 

明
治
四
年
廢
藩
置
縣
が
行
は
れ
る
や
藤
屋
敷
は
撤
却
さ
れ
、
島
津
家
は
鼠
屋
敷
跡
に
自
己
り
出
費
に
依
っ
て
.國
產
物
の
委
託
販
賣
ぼ
を 

日
本
致
本
生
義
成
立
過
程
に
於
け
るg[
i:
耠
妞
織
の
變
眾
 

；

，
：

. 

：.

.
七
三

.

(

九
'三
1〕



U

本
資
本
主
義
成
立
過
程
に
於
け
る
配
猞
魟
徽
の
變
革

 

七
四

(

九
三
ニ)

-'

設
立
;1
從
來
ど
同
様
仲
W-
4
-

1'

組
y
A-
礼
を
以
て
販
寶
す
る
に
至
つ
た
。
其’の

後

明

治

粢

鹿
^ ；
場

出

身

の

商

人

が

集

づ

て

大

鲁

な
る
も
の
を
設
立
し"
大
岛
琉
球g

を

藝

•し
て
同
じ
く
十
一
組
に
入
札
販
寰
す
る
に
蒸
り
、
明
治
十
年
に
は
委
託
販
寶
店
と
合
併
し
て
；

各
岛
商
社
と
稱
し
、
明
治
十
六
年
_

續
し
.

た
。.
吏
i

藩
置
齡
後
從
來
の
薩
州
問•屋
が
3

復
活
し
て
黑
糖
を
仲
貢
に
委
駿
賣
す 

る
.

に
至
つ
た
0-

で
あ
る
。

.

,■
-

，
■

•

•

'

'

/

■ 

• 

. 

*

而
し
て
明
命
十
最
职
ょ
り
屋
敷.に

代

つ
て
暴
、
€

饗
元
緣
業
者
と
し
て
商
社
の
形
態
が
發
生
す
る
遙
つ
た
。
明
治
十
五 

/丨.办
筋1
-

、一.
組
員
及
紹
介
人
等
の
有
志
に
從
る
大
贬
砂
歡
會
社
、
十
七
年
に

.

は
各
島
商
社
が
洱
生
し
て
大
阪
砂
糖
費
捌
所
、

|

一
十
芦
に 

は
阿
部
彥
太
郞
の
阿
瓿
商
會
、

U

十
ニ
年
に
は
堺
_
仲
買
中
有
ガ
者
小
賣
洋
糖
取
扱
業
者
等
に
依
る
共
立
砂
雷
社
、
鹿
_

糚
商
擎

ト
：佐
太
郞
め
野
上
商
會
等
が
設
立
さ
れ
た
。
之
等
备
商
社
並
び
に
復
浩
せ
，昼

#!
'-
.

問
屋
が
、
仲
買
十
一
組
と
の
間
に
入
札
販
寶
を
？

 

了
つ
：

た
の
で
あ
る
。
 

.

■•
:

.

 

. 

.

1

般

和

俯

の

配

，給

駔

織

'

に
ぁ
つ
て
は
、
廢
藩
恩
縣
に
依
る
藏
屋
敷
の
撤
去
の
影
響
は
さ
し
て
大
な
る
も
？

は
な
か
つ
た
？
藉
し
前 

^

せ
る
ヵ
く^*
^

に
.

は
:̂

较
収
ひ
の
發
展
に
つ.れ
矿
培̂

配
給
組
^-
±-

確
固
な
る
耻
位
を̂'
め
て
ゐ
た
か
ら
で
ぁ
る
。
產
遞
留
袁
及
T

 

仲
買
、、
例
へ
ば
諧
岐
高
松

Q
；

■

搾

屋

ご

阿

波

靡
0

•

問
屋
ぃ
机
泉
河
作
地
方
の
廻
船
問
屋
等
は
、
何
れ
も
農
家
に
對
し
て
甘
蔗
栽
培
及
び 

砂
糖
製
抄
資
金
を
貨
佝
け
、
そ
の
則
當
で
と
し
て
庵
糖
を
闾
收
し
製
溏
家
を
支
配
し
て
ゐ
た
。
右
の
如
く
各
產
地
に
於
け
る
問
屋
が
發 

遠

す

み

と

を

大

坂

に

於

け

る

利

糖

麗

並

び

に

仲

翯
S

展
は
ょ
り
以
上Q

も
の
で
ぁ
つ
て
、
更
に•翁

Q

財
政
窮
乏
は
之
等'

l

f/

の
經
濟
的
實
ヵ
をi,
輝
ぜ
し
»:

る
赛
と
な
り
、’
蔵
胸
砂
糖̂
-

良
み
‘

齡
屋
敷
鄭
寶
の
方
法
を
举
ぇ
て
、
問
屋
.

間
.

の
相
身
取
引
匕
.會

ん.

と

す

る

傾

向

に

あ

つ

，
た

。

■ 

- 

’

：
、

• 

:

'

.

 
■

:
 

ぃ

併
し
乍
•

ら
何
れ
に
し
て
も
藏
展
敷
の#>
糖
配
給
組
織
ょ
り
ハ
消
滅
は
、
糖
商
の
，發
展
を
一
層
自
山
な
も
の
と
し
た
窜
は
阅
か
で

あ
る
。

轉
に
靡
末
に
於
で
最
ネ
有
力
な
糖
商
と
.

し
て
堺
筋
.に
君
齡
し■
て
ゐ
た
十1

,

細
仲
買
は
株
仲
間
.解
散
後
も
依
然
と
じ
て
黑
猜
入
札
の
獨
占 

柄
滩
展̂

確
#

ル
:̂

更
に̂

1̂

を
^

立
.

し
：て.
.黑
1*

の
委
託
%

寶
掷
業
者
と
し.
で

の

地

位

.'に

迄

進

出

し

た

:0
'

;

而
し
て
明
治
五
年.
に
，於
»

名
#

仲
問
解
散
は
、-
配
給
組
織
を
一
時
混
亂
に
陷
ら.Lめ
た
。‘
各
稲
株
仲
間
の
解
散
が
命
ぜ
ら
れ
る
や
、 

營
業
は
冉
_
潘
荩
れ
、
砂
糖
間
屋
業
務
：龙
營
赴
者
續W

海

、
免

：
の
；爲

®

問

犀

間

の

'

!!
;

_

_

段

勝

胤

钇

坐

疾

、
，
遂

：に
.
翌

六

年

大

阪
 

觀
問
屉
の
成
立
を
み
た
の
で
あ
，る。

:
: 

. 

, 

> 

■ 

• 

•

* 

.

明

治

維

新

と

砂

糖

取

引、

.

'

へ
馨
雜
赚
の
«

度
§
^

_
调
3

砂
衝
配
输
*

織
_

於

機

勝

屋

：
敷

鈴

消

滅

常

0

银

：>糖

商

特

_

撕

筋

.#

貢

商

获

を
與
へ
た
寒
は
前
述
せ
る‘如
く
で
あ
る
。.
か
ぐ
し
て
商
品
流
通
の
自
出
な
發
M

の
道
が
拓
か
れ
た
譯
で
あ.る
。
併
し
乍
ら
斯
か
る
事
情

■

に
も
拘
ら.
ず
、
各
地
和
糖
業
は
衰
退
し
て
、
舊
來
の
砂
糖
配
給
組
織
の
她
位
は
漸
次
低
下
せ

.

ざ
る
を
得
な
が
っ.
た
。

德
川
時
代
に
於
て
，も
製
前
業
は
遲
タ
と
し
て
.

で
は
あ
，る
が
發
達
し'た
。
坐
產
技
術.
は
、
•動
力
が
人
力
よ
り
牛
馬
べ
更
に
水
車
へ
と
發 

展
し
、
轉
子̂'
咪
製
よ
り
石
製
、へ
：更
に
鐵
製
へ
と
進
歩
し
て
ゐ
る
.°

そ
(0

-
’生
產
形
態
も
亦
マ
 

一

I

ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
の
段^

に
迄
到
達.
せ
：
 

る
事
は
前
述
せ
る
所
で.あ
み
。
而
し
て
明
治
維
新
前
後
よ
り
更
に
.

機
械
制
.
.エ
場
0

設
立
が
、試
み
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

#

慶
應
宛
稱
島1

雜
は
夫
島
本
島
览
機
槭
制
进
溏
製
造
：

3:

場
怒
設
置
炫
為
事
が
あ
名
。
？鏡
氣
發
動
|

付
機
械
四
蕞
を
す
べ;;
>

^

師
蒙
招
聘
し
て
製
造
を
開
始
し
た
，が
、
.

三
#

に
し
.

て
屮
止
し
：
明
治
三.年
頃
機
械
一
切
を
外.
國
人
に
賣
却
し
て
し
ま
つ
た
。
明
治
十
二 

座
i

道

紋
-I
I

贮
宫
營
製
糖
工
場
が
設
置
さ.れ
'

明
治1

1

十
年
頃
札
_

製
糖
會
社
が
設
立
さ
れ
，
何
れ
も
機
械
制
H

.

fe
:

依
る
甜
菜
擗 

製
造
に
着
手
し
た
が
、
、
1

ー
十
八
年
頃
に
は
作
業
を
屮
血
す
る
に
.

至
.

っ
て
ゐ
る
。
其
の
他
明
治
十
年
代
大
阪
に
は
大
阪
紙
砂
溏
製
造
所
に 

於
て
機
械
制
生
產
に
依
る
精
製
糖
工
場
が
起
さ
れ
た
.

が
、
之
も
試
驗
的
に
製
造
し
て
ゐ
た
程
度
で
.

あ
っ
、て
、
明
治
十
五
年
頃
經
營
者
が 

'■
. 

_ 

. 

- 

V
 

- 

セ
五-

'■
'

ス
九
.

三.
1

1

0

'



ロ
本
賛
本
主
蓊
成
立
過
程
に
於
ポ
る
軏
猞
紙
織
の
變
苹 

七

マ

(

九
三
四)

變
更
すK

と
す
£
中
止
さ
れ
ォ

■
又
鹿
兒
好
で
は
由
猜
製
造
機
械
を
榈
姆
孫
太
郞
な
る
容
が
藩
ょ
り
譲
受
け
て
明
治
十
；ゃ
頃
迄
白

■
製

.

造
を
行

‘つ
た
事
が

.あ
る
。

ス

.

■ベ

，
.
：
'

 

■
:
;
'‘
 

、
 

.
*, 

.
 

.

.
■
、

.

 

^

.
以
上
'の
如
く
明
治
初
期
旣
に
機
械
制

H

場Q

設
立
S

み
ら
れ
た.が
、.そ
れ
は
何
れ
も
失
敗
に
終
？

居，
る
。

,

云
ふ

f

無

く

大

規

義

械

制

3

Q
成
立

S

め

泛

、
充

f

美

本

8

f

廣

大

な

る

市

営

裳

き

必

要

と

す

る

。

f

に

明

治

類

幕

て

菜

奪

れ

S

條
件
は
充
さ
れ
な
か

‘つ
た

.

Q
p

あ
る
。
幕
府
に
於
て
商ng

■

が

な

欠

の

屢

.に

震

し
、
商
人
の
勃

r興
、
.資
本
の

■

が
行
は
れ
た
げ
れ

.ど
V

貨
幣
資
本
が

•產
業
資
本
■へ
轉
化
す
る
條
件
を
缺
き；

高
利
貸
資
本
と
し
て

の
性
格
を
附

f

れ
た
居
た
。
蓋

し

當

論

內

市

場Q

形
成
が

著

し

く

馨

さ

れ

て

f

u

る

。

管

I

は
德
川
時
代

I

" 1.

と
し
て

.

一

般
に
は
消
费
さ
れ
ず
、
又

I

及
び
各

f

あ
つ

.て
も

紹

物

電

禁

止

と

同

様

に

農

民

の

消

費

を

管

、
殊
に

I

の
.囊

を
行
ふ

^
で
は
員
上
げ
，の
增
加
を
圖

i

め
に
取
締
を
：

.1

■置

®
に
し
て
ゐ
た
。
明
治
維
新
以
後
と
雖
も
依
然
と
し
て
そ

S

風
が
錢

又
農
拔
ク
蒙
象
の
消
費
は
增
如
せ
し
め
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
み
。

'か
ぐ
し
て
明
治
維
新
以
後
機
械
制
エ
議
ニ，

三

S

さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
國
內
市
場
狹
隙
の
爲
め

.に
何
れ
も
失
敗
に
終
り
、
我
國
に
於
け
る
機
秘
制
製
讓
の

'
Sユ
は
、S

冶
三
十 

尔
代
に
至
る
迄
纏
延
せ
し
め
ら
れ

.た
の
で
あ
'るo 

!

.
以
上
述
べ
來
つ
た
如
く
、
明

I

f
 
I
取
引Q

自
由

I

f

可

能

に

し

た

管

拘

ら

ず

、
國

内

市

震

繫

爲

め

盈

業

の
 

震

を

み

る

事

な

く

、
和

I

給
組
織
は
沈
滞
す
る

■

つ
た
。
然
も

I

に
依
？

S

良
質Q

砂
猜
が
急
激
に
流
入
し
始
め
た
0
" 

の
で
あ
る
此
の
低
廉
な
る
洋
糖
は
漸
次
國
內
市
場
を
擴
大
す
る
に
至
り
、
-維
新
以
後
の
砂

®
商
品
流
通
は
.舊
幕
時
代
發
達

し

來

つ

た

 

Wr

核

：

|

ぎ

に

.
つ̂
て
で
は

-
^
 
く 

.':#ss

に

笔

て

促

進V

し

.め
ら
れ
たQ

で
あ
る
。
當
時
我
國
は
未
だ
關
稅
自
主
權
を
有
せ
ず
、

そ

S

め
に
何
等
之
を
防
学
る
年
段
な
く

、

和

_
は
洋g

の

爲

め

に

漸

次

麗

t
た

て

和

屢

は

衰

f

一
 
路
を

f
 
f
を
得

抝
か
兌
だ
诚
從
づ
亡
明
治
維
新
に
基
尤
砂
糖
配
給
組
織

<£
>

,

變
革
は
、
ぃ
此
办.和
_

:

の
減
退
、
、
洋
猶
の
增
加'に
依
つ
て
引
起
さ
れ
た
>
一

 K

っ 

て
も
過
言
で
は
な
，
s
o
- 

,
 

•

.

:

y 一.
.
'
.
.
H 

父
ぐ
5

:
,

——

‘ 

1
、

舊
砂
糖
配
給
組
織
の
衰
退
 

丨

、

/
;■
•

‘ 

.

.和
糖
め
衰
退
、
洋
糚
輸
入
の
念
激
な
增
加
は
、
舊
來
.の
配
給
組
織
を
一
變
せ
し
め
る
に
至q

た

。

’

和
糖
業
の
沒
落
は
先
づ
藍
地
市
場
の
罾
あ
を
惹
起
せ
し
め
ず
に
は
お

.か

.な
い

o
農
家
に
於
け
る
甘

1 !
栽
培

.は
減
退

1>
た
0
旣
に
慕
末 

各
藩
は
食
糧

^
自
給
自
足
眞
策
办
虚
飾
齡

^
泠
背
靡
栽
培
抑
壓

(0
.方
針
に

.移
り
、
：'又
雄
新
以
後
に
於
け

'^
好
商
の
.暗
躍
は
蔗
作
地
を
廢 

•颓
せ
し
め
、
■農
记
も
亦
從
來

.

Q

砂
糖
奴
隸
の
地
位
か
ら
脫
せ
ん
と
し
て
、
漸
次
採
弊
不
利
な
る
藤
作
か
ら
ょ
り
有
利
な
副
業〈

の
轉
業 

が
疔
ば
忪
た
。
.例
へ
：ば
愛
知
、
靜
陬
、
、
大
分
に
於
け
る
桑
樹
栽
培
、
香
川
、
愛
媛
の
米
作
へ
の
轉
業
が
あ
れ
で
あ
る
。
•か
く
て
靡
作
の

. 

減
：敗

.敗
_
擗
舉

&
致
觀

^
導

;1
-
?更
に

»:
她
の

'#
^
;

)

問

厘

(0
.
:
存

_
餘
地
：を
失

»
し
め
る

_

へ
.の
轉
業
を
餘
儀
な
く
也
し

.ぬ
ら

.れ
'た
。
例
へ
ぼ

f

<o
搾

屋

の

大

部

分

は

肥

料

問

屋

へ

と

轉

向

し

た

如

く

で

あ

る

;;
::0

ぐ

ン 

.ー
更
に
和
舰
藥
の
衰
退
は
，
和
糖
の
大
坂

.へ
(»
.出
廻
を
減
少
せ
し
め
、
同
時
に
洋
糖
の
流
入
増
加
が
行
は
れ
て
、
從
來
砂
請
の
全
國
的
集 

散
市
敬
た
り
し
大
坂
に
與
ぺ
ら
れ
た
影
響
は
少
か
ら
ざ

る

1

の
が
あ
る
, 0

蘇
末
に
於
て
も
旣
に
大
阪
市
場
の
意
義
は
變
化
せ
し
め
ら
れ
： 

て
，语
た

;0
.
.即
ぢ
交
通

'の
發
逵
に
伴
つ
て
各
康
溏
維
ょ
り
江
戶
を
始
め
各
地
消
费
市
場
へ
の
直
送
が
漸
次
行
は
る
に
至
り
、
大
阪
市
場
の

，
. 

全
國
：

g.

集
散
市
場
と
し
ず
の
重
要

.性

ば

退

せ

，
ざ

る

：
を

#
な
か
つ
た
。
然
も
洋
糖
の
輸
入
增
加
は 

>
,

そ
の
輸
入
市
場
と
し
て

it
® 

と
兆
に
；

i'ilk.Q

地
位
を
高
奴
、
大
阪
は
神
甩
と
合
じ
て
集
散
市
場
の
ー
と
な
り
、
.從
來
の
如
き
獨
#
的
地
位
を
央
つ
て
し
ま
つ
た
の
で 

あ

•る
。
又
稱
商
も
和
糖
，出
廻

‘り
の
減
少
に
つ
れ
一
洋
糖

$:
■
も
取
扱
ふ
，に
至
り
ノ
内
外

.砂
糖
問
屋
と
名
稱
を
變
へ
た
。
か
く
て
舊
幕
時
代 

0!
本
資
本
主
簕
撖
尤
通
程

.ぬ
^
け

.を
敢
餘
組
換
の

_
某

. 

i 

七
七
ハ
九
ー
ー
£

〕



'

ニ
印
_

#

襄

寒
 

：

：

.

.-

. 

七」
c

九
：

l
l
r
l

 

.

膚

■

■

■

_

讓

_

她
_

_

_

_

洋
_

^

下
位
に
從
膘
す
る
に.
至
つ
た
の
で
あ
るo
.

た
-

最
も
巨
允
な
り
し
挑
筋
仲
買
の
或
る
者
は
、
露

和

瞎

Q

交
替
期
に
際U

速
.

か

ぬ

樣
. 

引
取
8

轉
身
し
、
從

蓮

り
.

砂
锻
配
給
紕
微8

配
的
地
位
、裏

得

す

暴

が

出

來.た
0

#

し
大
部
分
は
舊
和
糖
取|

固
執
し
1

 

和
糖
取
引
の'
衰
退
ど
そ
の
運
命
を
共
に
し
た'の.
で
あ
るo

.

次
I

寂
は
、
、皆
時
代
蓖
市
場
と
し
て
大
阪
に
麓
し
て
ゐ
た
の
で
あ

I

、
和
糖
直
送
に
つ
れ
漸
次
そ
の
地
位
を
高
め
、
黄 

濱
ょ
りQ

廛

輸

人
S

加
5

.

れ
て
！̂
®

と
合
し
一
つQ

獨
立
し
た
集
散
市f

し
てQ

形
態
I

な
へ
、
阪
神
市f

 

J

ニ
大 

市
場
の
地
位
をI

す
る
に
？

た
。
併
し
乍
ら
束
京
の
擗
商
は
、
後
述
す
る
‘如
く
橫
濱
に
於
け
る
洋
糖
忍
商
に
從
屬
す
る
麗
と

. 

1

.

. 

.

.

. 

* 

• 

.

.

.

. 

• 

- 

. 

i

.

.

.

. 

.

.

. 

•
.
•
•
.

こ
.,
: 

- 

. 

.

證

課

_

_

_

1

_

'

囊

議

^

組
織
に
包
括
せ
し
め
ら
れ
て
し
ま
•

つ.
た
。

こ
.

.

、

/

.

、

.

H

•

洋
糖
配
給
組‘
織
の
生
，成

：

.

：

■ 

,

1

ネ
に
•

於
て
！

度
S

依
つ
.

て
、
業

Q

配
給
組
織
が
沈
？
t

共
に
、
他
方
に
於
て
洋

g
Q

流
人
は
新
し
い
：露

組

嫌

の.
’ 

形
成
を
齎
ら
し
た
。
，
即
ち
輸
入
市
場
の
勃
興
で
あ
'

る
。

,'
. 

* 

.
斤
：.：
..：

’

營
茶
時
代
に
於
て
は
、
播
崎
が
唯

1

の
砂
擗
輸
入
市
場"
で
ぁ
っ
た
。
併
し
乍
ら
當
時
そ
の
大
部
分
は
大
阪
に
積
送
ら
れ

、

§

f

 

塒
及
び
和
擗
の
出
廻4

加
と
共
S

I

砂
辦
ば
商
品
と
し
てQ
-S

要
性
を
失
ひ
、
長
崎
市
場Q

_

n

上
S

け
，
るi

 

' 

M

は
さ
し
て
重
要
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
明
治
維
新
以
後
、

.

舊
侦
紅
I

糖

に

属

す

る

蓮

證Q

各
國
產

出
の
赤
白水

^

裏

I

が

裂

い

て

輸

人

さ

れ

、
.
明

治

五

說

か

ら
f

肇

f

輸

入

さ

れ

る

璧

定

。

之

等

雙

猜

は

I
C
H

大

問

屋
入
來
屋
と
近
萬
厘
の
手
に
依
り
九
州
一
帶
に
配
給
さ
れ
て
居
た

0
:

で
あ
る
。
然
る
に
神
戸
、
橫
濱
が
開
港
さ
れ
て
そ
の
：貿
易
港
と
し 

て
の
急
激
な
發
展
ば
纈
著
な
る
も
の
が
お
び
、
舊
轹
時
代
唯

一

(D
.

貿
易
港
を
誇
つ
で
ゐ
た
長
崎
も
遂
に
沒
落
せ

：
ざ
'

る
を
得
な
く
な
つ
た
。 

そ
れ
-

^

共
に
砂
_

市
場
と
し
て
の
意
義
も
減
退
，し
、
後
述
す
る
神
戶
橫
濱
を
中
、心
と
す
各
，
糖

.

g

給
網
の
發
股
に
依
つ
て
、
そ
の
中
に 

包
括
■

せ
し
め
ら
れ
て
し
凌
つ
た
の
で
あ
る
？

 

> 

^

:-

截
ゆ
他
橫
濱
张P

樣

安

政

；六
：

f
;

に
.

商
f

机

：：
^

館
.

表
^

國

商

1

帶

及

.び

東 

北
の
一
部
の
中
心
市
場
と
尨
つ
た
が
、
横
濱
市
場
^

發
展
に
依
り
漸
次
蠶
食
せ
し
め
ら
れ
、
.

單
な
る
地
方
的
留
易
港
の
地
切
に
|8

し
て
/
 

し
ま
つ‘
た
。
か
く
し
て
洋_

沭
入
に
依
0

潑

肢

.の

一

路

を

迎

Q

た
の
は
横
濱
汾
神
戶
で
あ
つ..て
、
、•雨I

が
洋
糖
の
二
太
輸
ボ
市
場
と
し

%

覇

灸

嘻

寥

：に

至

.

つ

怒0'
で

藝

き

裏

：襄

政
族
根
神
奈)1
|

:

ば
朋
港
ざ̂

た

：終

開

漼

法

同

時

に

莫

_
商

薇

歐

霖
 

港
集
散
並.
び
に
蔹
灣
產
の•
砂
擗
が
輸
人
さ
れ
た
が
、
'

明
治
十
年
頃
ょ
り
砂
糖
は
本
格
的
.

に
輸
入
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
支
那
商
館
の
大
手

.

筋
：，
：讓

德

堂

樣

廣

萬

賺

窘

和

麥

香

港

集

散

0

砂

糖

を

滅

中

朝

靡

酿

が_

灣

溏

龙

：そ

れ

文

蜜

_広

 

あ 

‘

。
：®

時
漱
洋
®

-;
f

c

-

p

淹
唱
场：

て
；届

藝

獾

車

擗-

ぽ
朋
黹
四
年
頃
殳
ゅ
擺
厲^

に
輸̂

國
系
資
本
.

の
安
■

那
製
糖
#

社

と

太

沽

製

糖

會

社

の

.
代

理

店

た

る

ジ

，ャ
丨
-
デ
ン
：

•

マ
.

ジ
ソ
ン
1(

恰
和
洋
行)

‘及
び
バ
タ
ー
フ
ィ
ル'y
 

f

ノ 

f

ス
ヮ
’

ャ(

太
沽
洋
行)

が
：日
本
に
直
輸
入
を
試
み
い
ぃ
ジ
ャ
ー
デ
ン
•
マ
デ
ソ
ン
は
明
治
初
年
に
■居
留
祂
莢
一
赉
館
の
出
張
所
を
設
け
て 

十
五
.
'乎
頃
ょ
苁
直
輸
人
を.行
ひ
、•
パ
，.タ

丨
フ
ィ
A

ド
ヂ
エ
ン
に
；，
ス
ヮ
ャ
も
十
八
年
頃
ょ
り
，出
張
所
を
設
け
て
直
輸
入
を
開
始

1,

た
0

そ 

の
結
果
雨
社
は
横
潔
に
於
て
猛
烈
な
販
賣
競
爭
を
.

行
ふ
に
至.
つ
た
が
、
明
治1

1

十

1

年
に
は
協
定
が
成
立
し
た
。
更
に
；明
治
ニ
六
、
七
年
： 

頃
か
ら
は
獨
逸
、.填
太
利
、

‘

甸
牙
利
、

&

西
钷
等
の.
甜
菜
糖
も
歐
米
商
館
を
通
じ.て
輸
入
さ
れ
、《

V

で
オ
ッ
ト
ラ
ィ
メ
ン
、
ィ
リ
ス
、

■>..
 
:
 

+
•
.
.
.
.
. 

. 

.

.
:
. 

.

.

.
'

»!
.
. .
.
.
.
.

.

.

'

■八'1

-

-

^
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'

ン
日
本
鸯
本.绝
：義
成
，立&

程̂

於
.

け
-5
|8

掛̂
^
 

A

o

(

九
三
へ
ノ 

X

ブ
チ
x

.
'r
;K

商
會
等
歐
洲
靡
地
質
易
商^

ネ
の
歐
洲
糖
，直
輸
入
亦
行
拟
れ
、
マ
一
一
ラ
、
ジ
ャ
パ

糖
も
產
地
か‘
ら
の
'

直
輸
入
が
開
始
さ
.れ 

る
‘

に
茧
.

つた。

•
■
•
、
■
_ 

• 

. 

■ 

•

，'
兵
庫
ば
橫
濱
ょ
り
數
年
遲
れ
て
慶
應

1
-

一
年
開
港
さ
れ
た
。
併
乙
明
治
初
年
.

に
は
米
だ
砂
糖
.の
輸
入
は
大
部
分
大
阪
川
ロ
の
支
那
商
館 

.
.
Q

手
を
通
じ
•

て
行
は
れ
た
の.
'

で
あ
'

る
。
‘

其
の
.

後
明
治
十
：四
年_

に
：至
：冬

や

、
：
貿

易

傭

と

し

て

.

川
：ロ
ガ
衰
退
し
、
神
戶
：の
發
達
を
み
、
'香 

激
湛
遵
-

歐
洲
甜
菜
摊
柏
殆
ん
ぶ
⑩^
^

-

^

職
救̂

^

甚
阪
は
邊
獨
康
糖-̂
潘
港
車
糖
^

ー
部
を
艰
扱
ふ
ゎ
 

か 

^

て
神
卢
过
砂
糖
輸
入
市
場
士
心
て
大
阪
を
抑
へ
て
躍
進
を
續
け
た
の
で
あ

.

る
。

ジ

ャ

ー
デ

ン

•

マ
ジ
ソ
ン
：糖
は
明
治
八
年
頃
神
戶
居 

留
地
.

の
ブ
ラ
オ
シ.
商
會
に
依
つ
、て
、
.V

タ
ー
.

フ
ィ
ル
-K
i

ン
ド
•

.

ス
ワ
ャ
糖
；
^

顿
治
十
六
年
頃
神
戶
居
贺
地50
フ
ィ
'

ロ
シ
セi

商
會
の 

梁
金
通̂

货
そ
れ̂

^

輸̂

^

れ
::
^

'

''-
M

に

期

洽

十

八

：萍

-«

71
1
1頭
精
溏
0:
場
:^

品
が
-;
|

|

1:
0
拒
留
の̂

那
商̂

^

昌
|1
、
一
同
^
泰
等
忙
依
り 

窗
さ
れ
た
。
か
く
て
三
社
特.に
前
ニ
社
;0
.

間
に
激
し
、い
競
爭
が
續
け
ら
れ
、
横
濱
と
同
様
明
治
ニ
十

.

一
年
の
協
定
に
依
つ
：て
始
末
を
告 

げ
农
の
re
:

あ
：る
。

ノ
 

.

:
'M
に

朋

治

一

一

十

五

六

年
.頃
ょ
り
、
爾
菜
糖
辦
神
戶
祀
も
輸
入
さ
れ
、:-
ホ
八
尔
頃
ょ
り
は
香
康
糖
を
壓
倒
す
る
程
で
ぁ
つ
た
。
主 

^

も
て
^

ン
：ザ
地
方
產
出
糖
で
あ̂
ノ
後
に
社
匈
牙
利
露
西
麵
甜
菜
賴
.̂

輸
入
^
^

以班
®
:

如
乂
明
治
靱
期f

 

:つ
；て
は̂
:
>

香
港
車
糖
そ
れ
に
次
翌
：歐
洲
測
菜
糖
亦
顧
濱
卿
戶
^

り
續
々
輸
入
さ̂

を
現
出
し
サ
そ
れ
に
伴
つ
：で
兩
市
場
は
尤
阪
忆
代
:0
.
.

て
全
國
の.
支
配
的
中
'

心
市
場
と
：な
り
、：
從
來
の
黑
糖
和
糖
の
.配
給
組
織
は
漸
次
そ 

の
勢
力
下
に
：包
括
.せ
ん
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る

o
' 

. 

、

.

.

.

.;.

.
'
.
' 

"

Vう
-

V

.

.

:

'明
新
取
間
运
げ
る.
取
■

.

蘇

^
^

ノ
ぜ
：料

〜

: >
.
0":
':
'
.
:
:
黑

餹

供

產

高：

•
 

阴

治

允

，年.
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三
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ニ
ー
、
ニ
ー
一
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.選
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讓

九

舊

'Q

側

遵
>

穿

-

:

六
_

:

九
七
梁
_

1

:

明
治
ニ
：
^
年

.
、
三
一
、
八

七

八

、
六

！

一

七 

姻

治

三

十

印1
1
1六
、
五
四
六
、
一
三
四

.
新
種
糠
生
節
尚

.

和
糖
生
產
：尚V

:

,'

u

-t
J

d

l

A

M

Q

c

o
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i

ニ
五
、
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二
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〇

〇

.
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三
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〇

、
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〇

〇.

-
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八
'

I
七
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〇

〇

〇

，
一
、
M
ハ
九
、
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二
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1

四
、
〇
九
九
、
〇

〇

〇

三
、
〇
〇
〇
、
〇
〇o

''く 洋
糖
輸
人.
高
：

』

:
■

:: 

二.
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‘

V

 

"

計
'

:: 

:

:

_

;

樂
六
：八^

_

^

ド
汍
議
:0
四
:0
寒
ー
_

,
::
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湯
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靈
_

处
:̂
:£
,
_亭
：ー
一 

4

汍
资 
I

^

s

p

6
〇
〇
，
：=:

二
三
四
，
八
六
〇
、- o
〇
〇
二
八
八
、五
〇
五
、二
ニ
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V
. 

.

/

:
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(

本
邦
糖
業
史 

i

〇
頁〕 

?

::
;ぺ
_’

'

;'
:
'-
,
1
~
徉
糖
則
取
商
：の
勃
興
 

< 

.
'
■

.

. 

:

.

-

,

:

和
糖
樂S

沒
落
に
伴
っ
て
刺
體
給
紐
織
に
_

せ
る
糖
商
が
漸
次
衰
退
の
道
を
迪
っ
た
の
は

明
か
で
t

o

彼
等
は
封
霞
統
制

ぞ

拘

絮
：

砂

ぼ

嚣

議

Q

發
晋
依
り
か
な
りQ

資
本
を
蓄g

し

居

た
.
§

あ

る

が

、

，綴

流

入

.
に

依

る

砂

糖

配

給

組

織

の 

急
激
が
變
革
に
裒
、
星
f

v

れ
に
適
合
せ
し
め
るs

な
く
大
部
分
德
和
糖
；盖

命

美U

し

て

し

患

た

。
たI

Q

I

有 

力
な
A

U

桃
筋
仲
買
は
洋
擗
則
取
商
に
轉
身
し
ノ
更
に

 

一•
層

の

發

股

怒

爲

し

遂

げ

た

，
に

此

ま

％

0

洋
糖
の
引
取
は
，大
部
分
橫
濱
並
.び
に 

神
厂
に
於
け
る
贫
與5

易
商
人
の.
手
•

に
依
っ
て
行
は
れ
た
。
か
く
し
て
涕
!«

の
輸
人
は.
配
給
組
織
を
變
革
才
る
ど
共.に
、
糖商

；；

の
地
'̂ 

■

を

も

變

化

さ

せ

で

し

；
ま

，つ

た

.

の
.

で̂
.

る
：
o

,

'

,

:

丨
檄
麗
於
：

一':_
米

商

恶

故

窗

真
■

溏

資
_

逃

^

變
ロ
織
屋
私
之
取
于
舊
ー
士1
,
衞
' 

小
.林

璧

郞

等
•に
依
.っ
て
質
入
れ
ら
れ
た
。'彼
等
は
何
れ
も
從
來
の■江
戶
，の̂

商
.t
は
何
等 

關
係
の
無
い
，も
の
で
あ
っ
て*
橫
濱
開
港
と
同
時
に.開
業
.し
た
全
く
の
新
興商

人

，で

あ

っ

^

。
.

■■
、

> 

.•.
-

 
■

.
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日
本
資
本
主
義
成
立
過
豭
に
於
け
る
配
給
組
織
S

革 

\ 

J

 

(

九

气
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日
本
資
本
主
義
成
立
過
程
に
於
け
る
配
粉
組
織
の
變
萆

• 

八
！！

(

九
四
0

)

.

.

.
X神
戶
に
於
て
は
始
办
ジ
ャi

ァ
ン
♦

マ
ジ
ソ
ン
溏
を
ブ
ラ■才
ン
，
商

會

ょ

^t

戶
の
鈴
木
若
次
郞
、
大
阪
の
藤
田
助
、七
、
石
田
庄
弗 

衞
* 

.使
藤
茂
七
が
、.バ
タ
ー.
フ
イ
.
ル
.K.
i

-
ン
ド
•
.ス
汝
ャ
糖
は
フ
イ
ロ
ン•
セ
ー
商
會
ょ
り
鈴
木
崧
次
郞
、
藤
田
助
七
、
伊
藤
茂
七
が
"
'

一：沏
«

講

_

0

場
製
品
^
®

靡
:̂

1

$

^
へ_

|

ー
店
が
^

^

薩
»

.

:

ぬ
_

./

.

9

_

获
;«
_

'

£

^

淺
竹
之
助
3

證

^

^

墙

潘

治

養

多

：の
_

_

廳

1

讓

^

響

は

_
漬
_

爾

藿

獲

1 .
茼

と

：何

蒙,

も

無

ぐ
^̂
^

坐
し
た̂

の
で
あ
，る
。
但
し
大
阪
は
舊
縣
時
代
中
心
市
場
と
し
て
發
達
し
、

.

_

商
特
に
堺
筋
仲
買
の
地
位
は
鞏
固
で
あ
り
、
洋
_
の
輸 

入
，
と

共

に

そ

：
の

引

取

摘

に

轉

向

し

た

，も

の

も

少

く

な

.

い
。
例
へ
ば
石
田
庄
兵
衞
，
、石
田
庄
七
、
.

岩
崎
利
兵
銜
等
は
そ
れ
で
あ
る
。

:間
國
と
共
に
橫
濱
神
戶
に
洋
糖
が
輸
入
さ
れ
た
が
*

始
め
は
積
極
的
に
そ
の
取11
|

に
.從
事
せ
ん
と
す
る
者.少
ぐ
、
洋
糖
引
取
商
は
そ
：
 

の〕

獨
由
的
地
位
を
利.用
じ
て
宜
利
を
獲
得
じ.#
た
の
で
あ
る
。
共
の
後
洋
糖
が
本
格
的
に
輸
入
さ
れ
て
.か
ら
も
*
引
取
商
ば
協
調
じ
て 

長
ぐ
獨
占
的
利
潤
の
獲
得
を
恣
に
じ.た
。
 

• 

■

, 

，

麗

に

於

げ

：
>

0

痒
»

0

*

人
敉
精
：墻
田
崖
嘉
满
衞
ブ
增
田
屋
安
部
幸
兵
衞
、
；

'

吉
_

田
傳
次
郞
、.：山
田̂̂
勘̂
 

平
島
屋 

吉
兵
衞
.

、
小
林
彌
三
郞
の
七
店
に
依
っ
て
行
は
れ
た
事
は
前
述
せ
る
所
で
あ
る
が
、
七
店
は
橫
濱
砂
糖
引
取
商
組
合
を
組
織
し
て
、
洋 

糖
の
.

貢
入
れ
を
獨
占
し
て
居
た-0
其
の
中
兩
燴
田
屋
敏
も
大
き
く
、
明
治
四
十
一
年
に
は
吉
田
僻
次
郞
、
小
林
彌

H

郞
の
兩
店
が
沒
落 

し
、
他
の
三
店
も
衰S

し
、
兩
增
田
屋
の
殆
ん
ど
獨
占
す
る
所
と
な
つ
た
の
で

'

あ
，
る
。

明

治

二

十

1

年
-

バ
タ
フ
イ
ー
ル
ド•

ラ
ン
ド
,

 

ス
ワ
.

ャ
が
築
地
四
九#

館
に
出
張
所
を
設.
け
、
策
京
の
砂
糖
問
屋
と
宠
期
的
に
直
接
賣
買
を
行
ふ
に
至
つ
た
が
、
さ
し
て
影
響
は
な
か 

つ
允
と1

K

は
れ
.

る
。
汨
淸
戰
部
後
了 r

ラ
、
ジ
ャ
ワ
糖
も
產
地
か
ら
直
輸
入
さ
れ
る
や

、

明
治
三
十 
一
ー
、=
¥

ょ
り
兩
增
田#

せ
マ
ヰ
ラ
、 

ジ
ャ
ワ
辦.
の
.
輸

入

並

び

に

販

賢

の

シ
ン
ジ
ヶ

ー

ト

を&

織
し
て
、
両
店
で
隔
年
交.互
に
輸
入
し
、
輸
入
糖
は
折
半
し
セ
賣
價
を
協
定
し 

.

て
販
賣
を
行
ひ
、
三
十
八
年
迄
續
け
ら
れ
た
。

. 

.

.

橫
濱
で
は
右
の
如
备
增
田
屋
辦
議
ぬ
_

分
避
獨
占
_

ゐ
た
が
，
阪
神
地
方
で
は
引.取
商Q

:

歡

多

は

-れ 

•

た
。
?

1

デ
-

ン

ジ

ソ

ツ

、.
バ
タ
J

フ
イ
ル
ドi

•

ン
ド•

ス

タ

ヤ

、

沏

獨

精

糖

エ

：
場

2

.

画
溏
が
蘇
藥
金
開
始1:
,

洛

食

，
9|
取
商 

も

相

互

に

激

し

い

，商

戰

を

續

妙

-

は

蟹

助•
七
、
フ
イ
ロ
シ.
マ
は
伊
藤
茂
七.
•

：：バ
t

:

フ

イ

ル

ド

箬

屋

七

、
ジ
ヤr
;

デ
ン
：
 

は
鈴
木
岩治

®
:

石

，
崔

兵

衞

ふ

：
そ

れ

^

>
-

特
殊
關
係
を
結
び
、
相
趸
對
立
抗
爭
レ
た
。
：

#-

し
明
治
1

.

1十
5

ジ
ャ
L

K

ンi

バ
タ 

1

フ
.

ィ
ル
ド
の
，間
に#,
;:
-

»

|

ゃ

、

引
取
商
も
競f

中
止
し
、
鈴
木.

藤
田
、.
伊
藤
、.「

雨
石
|

依

つ

て

，
洋

溏

寥

な

、
る

も

0

が
組 

織
し
、‘
各
自
自
由
に
販
寶
し
て
そ
の
賣
上
.

高
に
對
七
て
利
益
视
當
を
な
す
仕
組
と
.

し
た
0
 

.が
く
し
て
同
商
會
は
ジ.ヤ

ー
デ

：
ン
と
バ
，
夕

Y

 

フ
イ
ル
ド
兩
代
理
店Q.

1

手
引
受
人.
と
し
て
獨
莴
地
位
を
獲
得
じ
た
の
で
あ
る
。
其
，の
後
明
治

I

壬

j

年
に
社
岩
崎
選
衞
を
始
め 

堺
筋
仲
買
の
有
志
が̂
®

着

I

.

を
設
立
.

し
、.
洋
備
商
會
最
川‘
ロ
支
那
商
館
か
ら
洋
糖
を
購
入
す
る
に
至
：つ

.

た

辩

：洋
糖
商
會
が

社.
0

關

西
-

手
；
引

受

人

と

な

り

、

洋

糖

取

扱

の

獨

1
J
J

的
地
位
を
得
た
の.
で
あ
るo

 

_

.

而
I

て
洋
贸
取
商
は
軍
に
そ
の®

占
：
的
地
，
位

女

利

用

す

名

ば
..

か
り
で
な
く
、.
籍

場

の

謹

に

依

つ

て

多

，額
の
：投

機

的

利

麗

獲 

得

し

た

の

で

あ

る

。

洋

糖

引

取

商

，と

支

那

歐

米

商

館

と

の

.

取

引

は

、

多
I

現

金

取

引

.
で

あ

つ

た

が

、

'

日
淸
戰
霧
歐
洲̂

A

赏
多
や
手
形
取
引
が
行
は
れ
る
や
ぅ
I

;

つ
た
o

'
そ
の
拂
渡
通
貨
は
銀
萬ダ
ラ

ー
銀〕

が
用
ひ
ら
れ::

-

'

'

^
§

ー
ナ
ー

$

^

 

度
.

功

採
|^

袁

る

逛

、.
銀
相
場
裏
動
の
爲
め.
非
常
に
投
機
的
な
取
'3
1
で
あ
つ
た
0
か
く
て
祥
糖
91
取
商
は
そ
0
投
機
的
仗
引
に
依
つ 

て
も
、
#

領
の
利
.

潤
を
賴
る
事
が
出
來
た
の
で
あ
る
。

 

.

洋
糖
は
岧
免
那
商
館
、
歐
米
商
館
か
ら
橫
濱
神
戸
に
於
け

I

數

q

洋

濟

取

，商
の‘
手
に
渡
る
。
恶
洋
糖
引
取
商
か
ら
取
京
大

日
本.麋
本
_

成
立
過
程.に
淤
け
る.配
蝥
織
の
,

：

パ

 

：

A
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由
本
資
本
生
_
成
立
過
程
.に
於
け
る
純
給'徹
織
の
.變

革

.
.

■

. 

■

八.
四
.
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(

九
四
：ニ)

： 

阪
^

^
;̂
,分
^1
-^
8
|
摘̂
^

§
»

雄
^

^
利
^
|
職̂
爆
.暴
れ
：̂
;更
-
;
^
^
等
：;<
?
>
#:4
:

^
.#
'

來

の

；：配

給

系

統

を

、̂

2
-
3

!€
.全
«

^

撕

：給

^
ル
^
?

而
し
て
洋
溏
則
取
商
が
勒
期
に‘あ
つ
て
は
車
に
商
館
と
東
東
大
阪
の
大
問
屋
と
の
間
：の
..'
實
繼
商
と
1>
て
ゎ
役
割
を
^
じ
て
畐
た
^
姆 

.ぎ
致
>
o 

,
洋
辦
引
诹
商
の
手
數
料
，は
所
謂'-
7
»百一.J

で
.あ
つ
て
、
.百
圓
の
賣
買
契
約
に
付
き
一
圓
のn

錢

で

あ

ダ

た

。
、
取

引

方

法

の

形

式
 

•
.t
t

'f
t

地
牌
屋
咖
ら
引
取
谪
へ
の̂

#
诿
託
で
あ
っ
て
1
取
引
，i

は
、引
取
商
が
商
館
；
^
ち
買
付
け
た
相
場
；
^
ロ
錢
を：

加
べ
た
も
の
.で
あ
. 

-务

探

：：商

進
'-
>

)

や
1

^
他
段
を
.問
犀
に
贊
際
^
報
吿
ず
»
事
_
故
_
.
.報
告
値
段
と
办
差
額
を
利
七
；得̂
の
；で
あ
.る
，

^

^

•

l

g

述
せ
a

如
く
、
洋
糖
別
诹
询
は
そ
：

'(
0

‘獨
沾
.

取
引
並
，び
^

投
養
取
引
に
依
り
急
激
に
巨
^

Q

M

ホ
ま
■

.l
>

''
'

»

—

-m「

な 

.

石
質
P

B

M

傲
を
脫
し
て"

巨
汰
糖
商
忙
迄
發
股
し
食
。
即
‘

ち
日
露
戰
爭
頃
か
ら
设
買
付_

託
の
形
试
§

さ
れ
>

:

|

^

5

;が
一 

外̂

や
ぅ̂

な
り
、

.

內
驰
問
屋
を
そ<D
亥
配
下
に
置
く
杧
茧
つ
た
の
で
あ
る
。 

vv
i

觀

等

は

二
 

.方
に
於̂

商
館
に
對
し
て
現
金
で
支
拂
ふ
•と
同
峙
に
、
他

方
に
於

て
a

⑽
S

と
，の.
間
：の

代

象
濟
攸f

現
品
，の1

 

^

"

饲
»

に
内
金
0

み
を
入
れ
、
後
は
代
金.の
囘
收
.

の
都
度
支
拂
ふ.
か
、
.

又
は
.

盆
■

暮
ニ
囘
に.
淸
篤
を
，行.
ひ
、'
此
の
金
_

係
友
通
じ
尤 

'

次
.

間
屡
を
交
锶
す.
る

に

至

つ

.
た

の

で

‘

あ

る
,0

明
治
ゴ
十
五
六
年
頃
に
は>«
ま
增
.

田
屋
の
資
金
融«

が̂

京
..問̂

に
«

し̂

は
--
-」

十
萬
»1

、

_
方

麗

；に
»

^
て
灶
1ー
菜
寓
圓
^
達
し
_
明

治

四

擊
.頊

凇

ほ

本

馨

，&

0
地

方

醫
.に
對
^
る
融
通
游
^

^

1

1

^

0

併
し
阪
神
市
場
に
於•て
は
'-
-
*

般商の實ヵあ

A

、
京
濱
地
方
程
：の^

^

係
は
成
盆
1

:

か̂

た
c:
o

M ,
.
引

方

法
 

省
複
雜
_

み

札

ぽ

靈
:1
'
:
>値
組
等
の
方
法.
靈

馨

潑

碧

：は

れ

ぼ

代

命

支

狒

_

翌

白

变

甚

白

艘

梁

部̂

で

あ

づ

た

？
：
へ

一

，

$
.
»15
,何
れ
ゅ
尨
て
省
货#

«
譽

谪

欣

漸
—

巩
大
.阪

を

餐

各

：地

紗

^

僅

^

そ

:0
:

芰

配

卞

ヒ

置

：き

巧 

自
a

Q
掌
中
に
收
め
て
、
全
國
的
配
給#
の
地
位
に
迄
發
.M

じ

々

此

處

に

洋

糖

酿

給

組

織

、が

漸

次

'#
備

す

.る

に

ま

.

つ
た
.の
で
あ
^

。
. 

e 

第
©
節
.：
製
糖
業
士
砂
糖
配
給
組
織：

、
. 

、
，
-
•:
- 

.‘

. 

.;|
:
:
:
7
:
.
.
'

-

' 

-
I

、

製
糖
業Q

成
立
と
砂
糖
配
給
韻
織. 

• 

• .
.
.
- 

- 

我
國
.に
於
て
明
'.
^

コ>
年

頃、
.

' *
く

資

本

主

義

經

濟

組

織

の

.盤

備

を

み

る

に

、
至

っ

た

。

ゆ

®

の
國
內
‘

市
場
も
安«

な
輸
人
»
の
钸
入

1

:

:1

懷

讀
^

■

疆

_

■

■

響

^

横

馨

羅

剧
■

が

蠡

裏

■

、
.

_

め

康

を

蓄

.
：

積
す
る
に
至
り
、
鹿
業
資
本
へ
の
轉
化
が
充
分
.

可
能
と
な
っ
七
ゐ
た'0
而
し
て
當
時
洋
糖
の
取
引
に
於
て
外
國
商
人
は
橫
暴
を
恣
に
し
、

，洋
糖
引
取
商
は
更
に

一

5

な
る
利
？

獲
得
す
べ
く*

機

械

制

製

讓Q

設
立
に
依
り
議
を
麗
せ
ん
奮
企
て
る
に
至
っ
た
の 

で
あ
’

る
.0
t

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

-

■:
'
' 

■"
.
-
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:
.
.
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,

.
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'
.
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,
v
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:
.
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r
.
'
v
.
.
.
.
.
v
.

.

-

.■

'
r
- 

.

.
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、

.

. 

!

•

.-

.

.

. 

.
、
-

••
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.
,
v
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■
•
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.

」

,
* 

.

.

.

.

. 

• 

.

.

.

. 

.

.

-:
•■C

'

.
:

':
.
.

.

rr

し
て
我
阈
製
糖
業
に
あ
っ
て
は
、
先
づ
精
糖
業
か
.

ら
勃
典
し
た
。
、明
治
ニ
十
三
年
頃
ょ
り
東
京
小
名
木
川
畔
に

#

在
;1

.た
鈴
木
藤 

三
都
經
營
めf

糖
工
場
が
明
治
ニ
十
八
年
資
本
金
三
十
萬
圆
の
ロ
本
精
製
糖
株
式
會
社
と
し
て
成
立
し
た
，の
を
始
め
と

^

て

，
、
.
.
，同
铝
八
. 

運

諭

精

灘

裏

、
：；

i

一^

满
沘
_

汰
_

?

_

精
溏
:#
式

训
_

:«肩
！！

■

_

、
；:■
»

肩̂

■

■

糖

が

■

，■

セ
—

m

vr
o

¥

:

:±

弟
i

會
社
の
資
本
は
太
部
分
洋
糖
則
取 

商
に
依
っ
て
提
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
. 9

例
へ
ば
、，大

馨g

所
は
日
_

糖
8

暴
の
爲
め̂

阪
神
地
方
の
糖
商
が
闲
窮^^し̂
^

^

 ̂

. 

策

と

し

て

涮

戶

仍

输

商

鈴

沐

居

次

郞

が

藤

田

，助

七

.

其
他
溏
商
の
援
助
の
下
に
設
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
橫
濱
精
糖

(

川
崎)

は
tf
m

の
兩 

增
田
屈
の
資
本
お
依
る
も
の‘で
あ
.

り
、
■

戶
精
糖
も
亦
神
戶
輯
商
湯.淺
竹
次
.

郞
.

を
主
.

た
る
資
本
主
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
-

る
o
. 

< 

日
本
精
製»

と
嫌
も
'

株

主

と

じ

て

村

，山

多

三

郞

>
 

.川

北.
万
賓
大
島
猪
之
助.
等
.
I

.

商
の
顔
が
連4

'

ち
ル
S

る
。
以
上
の
如
く
我'
,
 

_

精̂
:

業
は
殆
ん
ど
洋
斯
，七-,?
&

商
か
ら
轉
身
し
た
百
大
糖
商
の
#

、に̂

つ
て
な
.

さ
れ
た
と
云
つ
て
も
過
言
で.は
な
い
。

'

.

H

淸
戰
淨
•

に
依
っ
.

1

.

灣
が
我
が
領
有
に
歸
，す
る
や
、
我
國
に
於
て
精
糖
業
の
み
な
ら
ず
粗
糖
業
の
成
立
も
可
能
に
な
つ

■

たo

勿
， 

政
.

府
並
び
に
總
督
府
の*

多
の
獎
勵
策
が
講
ぜ
ら
れ.、
朋
治
三
±

1

1

年

頃

ょ

り
.«

く
近
代
的
粗
糖
業
の
、勃
興
を
み
た
の
で
あ
る
0

即
ち 

パ
本
資̂

主
義
成.
.立
.

過
.

程
^
於
け
る6 8

餘
組
.

鱗
.

の.
變
.

^

.
 

八
，五
，

、L
、
1
3-一.jcv



,

日
本
資
本
虫
義
成
立
過
程
に
於
け
谷
配
.

給
餌
織
の
欒
承'

八

六

.(

九.
四
3

「
港̂

^

^

碧

_

難
_

:«
;:

1

1

_

免

馨
種
1

疆

靈

製

齡
_

师
”

_

.

蛋
.

淳

新
,

_

^

,四

，;±
1
4
年

帝

國'!
>

沖

繩

製

雜

式
,#
社

、
'
，木IE
:

年

塵

南

、
..裏

東

製

：糖

株

式

會

社

、

•

大
班<

年
新
竹
、‘沙
轆
製
糖
株
式
#
社
等
が
之
で 

■

あ
る
。
滴

し

，て

精

糖

業

，
の

場

合

に

於

け

る

；
と

同

様

に

粗

糖

業

に

あ

つ

て

も

、
^
そ

の

，
勃

興

期

に

於

け

る
糖
商
の
活
躍
は
顯
著
なる
も
の
が

.:•:
灣

t
i l
l

•漏

懸

糖

裏

爾
^

^
顏

_

懸

”證

^

^

;商
_

^

^
顏
ー
_

治
,

_
隹

蓄

_

齡

係

只

^̂
^̂

+

年
設
立
の.
璣
水
港
製
糖
に.
は
.*

部
幸
、
鈴
太
商
店‘
が
資
本
を
提
供
し
て.
居

る

。

更

に

東

洋

製

糖

は

，鈴

木

、

•

新
高
製
褪
は
大
倉
系
資
本
：

繁

1

■

栽
_

暮

1

觸
_

_

1

動

§̂

_

_
廳

|:
-

:

_

製

糖

は

_

,

:

_

^

.

製

浙

は

安

部

幸

，等

，が

そ

れ

ぞ

れ

中

心

的

な

株

主

で

あ

-

る
。
以
、
.

上
の
如
く
裏
灣
龃
溏
業
も.そ
の
大
部
分
は
、
安
部
幸
を
始
.

め
苴
'

犬
®

商
.Q

 

資
本
'̂

依
.

つ
，て
創
立
し
た
も
の
で
あ'る
0

,

右
に
述
べ
、た
如‘く
我
國
.

の
機
械
制
製
糖
業
は
殆
ん
ど
總
て
洋
糖
W

取
商
ょ
り
轉
向
し
た
瓦
大
糖
商
の手
-
に

依
つ
.
て
出
來
我
も
の
で 

あ
り
、
從
つ
て
そ
の
：製
品
は
何
れ,？
)

そ
れ
等
生.
產
會
社
と
資
本
關
係
に■あ
る
糖
商
に
依
つ
て
販
賣
さ
れ
た
o

然
も
彼
等
*は
從
前
洋
糖 

の
引
取
商.
と
：し
て
擴
大
な
配
給
網
を
持
つ
.

て
居
り
、
金
融
關
係
を
通
じ
て
自
己
の
支
配
下
に
あ
る
各
地
の
地
方
問
屋
を
梁
有
.ン
て
吾

,
. 

'
.ぃ
： 

.

- 

\

 

‘

离
:^

潔

薩

::
#

蓮

遵

品
^

«

_

_

_

免

譬

：：
_

遅
：
$

^

歷

7$

ガ
_

_

_

次
费
本
關
係
を
有
す
る»

大
糖
商
が
代
，

と
し
て
そ
の」

手
顿
寶
權
を_

し
、
S

利
を
獲
得
し
た
の
で.
あ
る
。-
而
し
.

て
我
理
店
と
は
一
ブ
事
實
上
は
實
取
販
賣
を
行
：ひ

」

、
然
も 

样
b

'T

路
.

の
際
に
於
け
る
損:^
は

委

，託

販

寶

の

名

目

で

會

社

に

，

#

M

せ
し
め
る
等
勝
手
な
振
舞
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
又
會
社
は
そ
の 

創
立
當
初
未
だ
義
が
强
固&

ら
ざ
る
時
は
ゾ
代
理
店
ょ
り
前
貸
を
受
け
、
特
に
資
金
必
要
の
場
合
に
は
手
形

y

よ
つ
.て
融
通
を
受
け

七
：？̂

裏
*

遷

會

社
0

場
合
杧
ほ
_

备
^

裳

地

；
が

内

地

市

場

：
か

嚴

«

れ

セ

：
居

，
る

镔

め

：
に

市

況

を

知

：
り

得

ず

，

內

_

金

融

業 

著
_

是

，
の11
全
'な
發
達
を
疑
び.赛
金
融
通
爸
_

躍
^

た
爲
：め
ノ»
掰
#.
社

は

-» :
代

理

店

だ

る

'■
'

•

酞
が
殆
ル
ゼ
販
寶
を
代.理
难
に
婆
託
し
て.
.る
.中
ヒ
.於)

で
：
た

ビ

日

本

精

製

輯

と

日

本

精

«

が

明

治

萏

中

九

年

合

同

し

、
て
：
成

立

じ

^
^
^

展

_

糖
_

屢

'<
2

>

舨

寶

部

難

雜

製

懸
^

行

塞

。海
し
藻
年
大
里
精
糖■

豪

し
'た
賢

同
所
從
來
，

の

萄

谓

霧

鈴

米

：
遭

^

地
ガ
代
理
廣
參
货
太S;
精

菌

の

販

寶

區

域

の

上

_

膨

：賣

權

わ

與

^

た

？

各
樹
商
ft
'

對
む
.

て
直
接
引
合
を
行.
ふ

の

は

殆

ん

ど

，弱
少
：
會

社

に

限

ら

れ

：
て
ー
ゐ

‘

た

や

ラ.で
あ
る
。

、

「

顧
馨

社

；
の
激
ロ

g

棟
e

そ

の

；
代

瑯

语

叉

は

#

社
販
寰
部
を
通L

て
大
間
^
^

翱
澌
間
屋
ょ
り
轉
向
し.た
も
.の
、-

明
治
以
後
洋
糖
取
引
の
發
浪
と
共.に
起
つ
た
も
の
、
及
び
小
寶
商
か
ら
發
族
し
た
も
.の
、
等

種

：
：
々

本

る

® 

何
れ
に
し
て
も
洋_
|̂

取
商
が
發
股
し
て'M
*

糖
'商
と
な
■る
に
及
び
、
そ
の
配
給
網
に
取
入
れ
ら
れ
、
そ
'の
：
支

配

下

に

置

か

れ

苓

に

至 

:

つ
：
だ

も

の

で

あ

.る
。
從
.つ
.て
安
部
^
-系
、，
增
田
屋
系
、
鈴
木
系
と
色
彩
付
け
ら
.れ
：た
，:°
又
彼
等
.は
代
理
店
.叉

.0
;
會
社
販
賣
部
'5
:
通
じ
.て 

,永
^

取
弓
關
係
に
あ.る
會
社
の
特
約
店
と.し
て
存
在
し
た
。
併
し
乍.ら
，特
約
店
と
云
つ
て
も
他
，の
含
社
と
も
取
引
關
係
を
持
*

^
た
\*
.

1

#

關
係
が
密
择
で
あ
る̂

沄
ふ
.程
.度
に
也
，ま‘る
。
來
京
市
場
に
於
け
る.砂
前
貿
易
商
同
業
組
合
、
大.阪
市
場
に
於
け
る‘

K
:

阪
^

^
組
. 

合
に
.
*す
.る
問
屋
が
そ
れ
で
、あ
る。

, 

/
.、；#

^

.

^

^

,
淨
か
.ら
1:」

1寵
間
遍
?'
>

_

«傲
-5
:
瘍
汜
そ
咖
:*
'
;
商

_
|±
^

或

ひ

ば

直

接

大

製

菓

會

社

迄 

配
給
さ
れ
る
。

：.‘r
.

(
:

.
;

-

ン 

.、.

1

|

_

:,0
11
_

糖
-:
.

*

社

.め

1

1

-

,

,

«

.;
^

,

«

^

^

謙

：_

簾

^

^

ト

卸

*

商

(

5

|

1

h

本

資

本

主

義

成

立

過

，
程
に

.於
け
る
鲥
耠
紐
，織
の
變
茧
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へ
.
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四y

 

ノ
 

.

r

x

は
.

1

般
製
葉
會
社
と'̂
ふ
配
給
系
路̂

通

じ

て

：
寶

却

さ

れ

石

に

至

-

つ.
た
の
.

び
：あ.
る
0

:

ソ

一

製

樹

業

'

.

0發
展
に
伴
ふ
配
給
飢
織0

變
革
'

:

:

>

.

'

製

故

發
■

展
に
つ
れ
て.

企
衆集

*
:
r

獨
占
-^

が
進
行
し.
、
激
次
そ
の
甚
礎
が
强
固
ど
な
る
に
至
つ
た
。
明
.

治
二
十
九
年
に
八
重. 

;

=

1

精
8̂

及
.

び
'0

本
精
&

巧
翌
ニ
十
九
乍
日
本
精
糖
、
三
十
五
年
大
里
精
辦
所
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
る
ゃ
、
相
$
に
徵
烈
な
競
爭
が
行 

は
れ
:1
1

に
日
露
戰-€
;

後
の
反
E

的
不
況
に
際
し.
.て
各
社
賣
行
不
振
を
來し
、

-l
i

t

處
に
合

同

の

氣

運が
生
じ
た:0
へ
そ
の
：
結

果

明

治

|

|

ー
；
卜

仏 

年
日
沐
精
製
馊
日
本
精
糖
と
合
併
し
，て
大
日
本
製
浙
姦
稱
し
、
页
に

.

そ
’

の.
翌
年
大
座
精
糖
所
と:%
條
#

が
«

合̂

て
.

之
を
：賈
|

。 

此
*

に.
大
-H

本
製
糖
の
市
場
獨6

が
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
然
飞
か

〜

る
集
中
化
と
共
に
砂
隱«

は
，逐
次
引*

げ
ら
.

れ
、

' 

ポ
日
本 

懸

は

巨

額Q

獨

占

、利

雪

獲

得

し

得

た

。

明

治

三

.

十

I

一
年
一
.

月

の

關

税

改

正

の

際

，
に

は

精

譬

片

に

つ

き

國

家

定

稅

辩

幽

八

$

ブ

錢
八
厘
■で

あ

づ

た

が

旱

六

、
七

，
：
九

：

改

f

經

て

三

圓

五

十

錢

に

上

つ

：た

。
、
然

も

.三

十

四

年

把

は

輸

入

.原

料

糖

戾

税

法

が

實

，施

さ
れ
た
？

，

：

.‘
，‘
：

 

, 

，

'

-

 

、

、

A

し
^

■

■

「

筆

？.霞

、
；
洛

古

屋

'、'
神
月
め
三
精
糖
會
社
が
設
立
さ
れ-

W
び
自
由
競
爭
時
代I

出
し
t

o

に

依

る

輸

出

不

振

等

が

原

因

と

..な

力

、

同

^

四
乃
砂
«

聯

合

組

言

結

成
1

:

为
ル
テ
：
ル
に
依
つて切拔け

.ん士し

^ :
の
せ
|

々
ノ 

而

し

て

我

揚

糖
-#

の
：
成

立

，
は
，
親

_

ょ
り
'

も
.

早
べ
、
ぞ
の
原
料
は
輸
入
蚵
生
と
ム
て
.

爪

哇

粗

蟹

使

；
_

し

文

；
ゐ

た

。
：
，
然

1

豪
 

灣

領

我
®

に

於

て

も

粗
^

^

ヵ‘
^

»

し
.

た

事

は

前
«

せ
.

る

所

で

あ
.

る
0

始

め

，
は

そ

の

製

品

は

直

接

消

費

を

目

的

と

し

て

內

地

に

移 

入

さ

れ

た

が
‘

そ

鬅

路I

®

界

が

あ

り

生

_

加
姦
に
販
路
擴
張
の
必
要S

ら

れ

、

內

地

：精

讓

感

J

原
料
供
給
を
望 

ん

だ
,0

併

し

乍

ち

政

府

總

督

君

獎

勵
、

' 

高
丰
の
保
護
關
税6

つ
て
育
成
彡
れ
たM

f

 

f

製

低

廉

幾

哇

轉

名
£

1

:

爭

搞

到

，底

不

可

能

な

事

で

あ

.

つ
た
0

,

然
も
明
治
三
十
八
部
に
は
内
地
销
繼
業
保
_

を
目
的
と
し
て
輸
入
原
料«

に
.

對
1>

ぼ
廣
稅
：
 

制

度

：が

施

行

^

れ
、
蠢

粗

_
の
原
料
撕
必
し
て
の
迆
出
を
妨
げ
允
の
で
あ
る
。
臺
灣
龃
糖
業
は
そ
れ

.

に
對
し
て
猛
麗
及
對
■
動
を

( 

_

设
邃
允
？H

-

三
郃
に
廢
止
せ
ら
れ
ハ
豪
灣
粗
搬
を
原
料
忆
漱
用
ん
て
：も

_

が
と
れ
A

1

ぅ
に
‘

な
.

つ
た
。
そ.
の
：顧̂

^

;¥

精
»

ロ1
:

月
起一

不
五
寓
俵
の
源
料
供
輪
嚷
約
が
締
結.せ
ら
机
た
。
か
く
し
て
粗
糖
會
社
は
協
調
を
必
要
，と
し
、
四
社
に
新
高
を
加
へ
て
：五
社
間

-

芯
寒
灣
糖 

食̂

^

補
■

:■
$

れ
■

处
で
.

あ

一

意

：
叙"'
:
'■

泣 

っ 
v
:
:
:
v'
-
.
.
;
;:
'

v

;

ぐ 

.'■
:
'
,贫

;1
>
*€
:

^

#

1

为
-

歸

：冰

證

：原

_

供
給
製
_

が
締
赭
洛
れ
先
悉'
'

®

ル
»

織
：の
强
固
な̂

糖
#

社

側

に

常

祀

有

利

と

な

る

傾

向

に

，あ

つ

た

o

か
く
て
粗
观
會
社
は
精
糖
會
社
の
獨
占
に
對
抗
ー
し
過
剩

«

料
»

 

を
:%

刹
龙
邋
_

ず
务
«

必

、
：：集

賴
_

;

#]
:

^

府
保
碰
ザ
艽
ネ̂

蔷
調
粗
«

業
ゼ
着
伽
丄
て
原
料
靖
ゃ
咱
始
龙
»

る
：
^

^

、
慰
黎
雜
;;
<
!
:
. 

精
_

業
は
相
®

ぬ
關
係
す
务
ゃ:;
5

-

に
欢
贷̂

。.「

紙
卷
明
治
四#

架

汰
,0

本
製
糖
社
毫
灣
に
原
斜
糖3:
場
.

を
設
置
し
、
.

'

四̂

四
#

蹇̂
 

糖
杜
神
戶
输
酿
を̂

明
治
製
贩
錄
濱
精
溏
变
希
れ^

買

贩
も
ひ
^

^

四

年

裏

ー

灣

製

糖

は

更

尨

神

庐

迄

精 

五
弈
帝
霖
靡
は
神
辰
に
、
塞
_

'»

は
大
阪
に
そ
れ
ぐ
精
糖H

埸
を
.

設
弈
し
た
。

.

.

.

こ

■

.
、：■
: 

V

右
め
刹
_

湯

猶

糖

間
0

爾
斷
的
企
業
集
中0

進

行

ト

共

：
に

爾

者

0

ヵ
.
‘

ル
テ‘

が

慕

：機

糖
.

業
聯
合
脅
に.
伽
入
す
る
や
、
，同
粗
糖
力
，ル
テ
■

ル
は
製
糖
業
全
體
女
茄
獨
と
す
•

る
唯
.

一
の
ヵ
ル
テ
ル
と
な•り
、
醬

烫
t

>

欺

f

衣

。

ン

：

： 

' 

厂

‘ 

'

，
典
の
.

後
與
糖
業
は
漸
次'
ヵ
ル
テ
ル
結
成
を.
强
化
し
、
企
業
集
中
を
促
進
す
名
事
に
依
つ
.

て
、
漸
次̂

展

す

る

に

茧

つ

た

の

で

洚

々

。
.：
； 

殊

芯_

幾

史

に

於

け

.る

糖

撺

'<
0
急
激
な
騰
貴
は
、.製
糖
企
業
の
急
激
な
發
股
友
可
能
'

に̂
_

た
0
 

.併
し
戰
赌
P

繁
榮
後
幾
許
も
無
く
し
て
、
 

,妇
本
賓
木
主
義
成
立
過
程.に
於
け
'る
酗
給
組
.織

め

變

淬

'.
■
.尽
九
，：

(

亦
辟
S
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.

皮
'働
が
襲
來
し
？
更
に
昭
’

和
.

一
,

鑫

麓

が

相

次

い

で

製

ひ

、
そ
の
製
糖
業
に
對
す
る
打
擊
は
少

.

か
ら
ざ
る
も'
の
が
あ
つ
た
。
ぞ

ル
ーi

l

l

、
、良
く
I

切
抜
け
得
た
の
で
あ
る
。
即

ち

唇

管

りI

痛

調

節
 

-

I

f

協
定
に
な
て
行
は
れ
てI

Q

を
、
更
に
_

1

步
進
め
て
各
稀
別
の
統
制
調
節
を
行
つ
た
。
正
確
な
產
靈
想

I

礎
と
し

餘
1

醫

能

議

分
■

_

雇

«

原

幾

靈

顧
1'

書

等

釔

|

^

て
は
？
精
擗
、
：分
蜜
脑
、
こ
悉
W

等
傲
量
割
當
を
行I
つ
た
の
で
あ
る
。

，然
.

る
に
恐
慌
の
打|
.

糖
商
に
對
し.
て
も
等
し
く
與
へ
ら
れ
た
。
.特
記
し
な
け
れ
政
な
ら
な
い
の
は
當
時
會
社
の
代
習
た
る
零

_

_

1

1

_

讓

1

_

_

_

_

田
屋
_

部

幸

賣

湯
|:
'

^

^

‘

店
と
、
大

手

馨

，力
糖
商
が
相
次
い
で
沒
落
し
た
。
彼
等
の
沒
落

f

證
は
砂
糖
取
引
に
依
る
も
の
で
は
な
く
、
：他
の
事
^

^

^

■

ぞ

の
•
'
.へ̂
^

-

る
朱
徽
::
1
?
,あ
'

つ

た

ヵ
♦

れ
に
し
て
も
代
理
店
の.沒
落
に
依
り
、
生
靡
會
社
は
自
ら
販
寶
部
时
に
進
：

^

し
、'
從
來
代
_

く 
I

蒼

る

。

.

而
し
i

中
■

霸

又

#

齡

i

は
P

固

f

の
と
な
り
ぺ
景
段
商
に
依
存
せ
ず
と
も
可
な
り
の
地
位
に
I

し
て
ゐ
た
。
更
に
鹽|

製
糖
、I

製
糖
I

己

の

代

理

店

 

た
り
h

安̂

■

§

し
、
資
f

l

し
て
I

I

せ
し
め
る
と
共S

役
を
8

し
て
：會
|

販
_

染

し

め
T

i

l

 

為

鑛

■
は
增
塁
を
更
生
さ
せ
て
、
そ
の
配
給
網
を
自
己
の
手
に
收
め
、
更
に
明
治
商
店
を
設
立
し
て

I

のf

店
S

し
6

. 

f

e

o
 

I

木

磨

還

後

は

、
同
店
が
代
理
店
た
り
し
各
會
社
は
自
ら

.

そ
：の
配
給.
f

確
得
し
で
之
を
支
配f

に
5

た
f

:

歲

裡

着

本
.

残

，囊

方

塵
_

繁

豪

||
,

商

店

姦

■

I

接
i

度
'に
1

1

方
I

I

麻
l

l

i

衰

塞

株
I

E

て
販
l

t i
に 

1

1

1

1

め

.#

本

移

黑
%

理
1

篇

れ
^

層

出

ゅ

谰

靠

む
«

1

^

_

|

.

.

»質
的
に
_

會
社̂

從
1

|

|

^

石
單
#

^

舨

賣

機

關

^

拔

っ

弋 

た
の
で
必
る
。
即
ち
代
现
店
中
*

に
は
自
已
の
許
算
で
砂
糖
の
販
寶
^

行

：ふ

潸

鳧

枭

る

が

、

大

會

社

の

代

理

’店
ー
に
あ
っ
て
は
純
粹

0

代

理 

店

に-
近

く

、

•
ロ

錢

も

大

JH

毕
間
ー
パー

セ
ン
ト
內
.外
の
も
の
が、
.

昭
；和
#

間

に

せ

':
0

?

七
パ
.

丨
セ
；ン
ト
以
下
に
な
つ
；て
居
る
0

:

:

.'
':
- 

,

更
に
注
目
す
べ
き
事
は
右
の
如
き
代
理
店
た
り
し
K

大

糖

商

，
の

沒

满

i

平
行
’

し
；

V
、

製
»

業
に
對
す
名
金
融
資
本
の
浸
潤
で
あ
る
..
:
0
: 

恐

慌

期

に

^

し

て

金

L

の
装
礎
の
„

は
そ
の
影
罾>

異
に
す̂

。
.

即
ち
何
等
金.
融
資
本
と
密
接
な.
關

係

を

持

た

ざ

.
る

天

鼓

本

製 

_

の
內
豸
畠
化
に
對
讲
し
てノ
と 
一>
'>

一
一
夔
を
そ
の
，背
後
に
持
っ
毫
灣
製
糖
並
び
に
•

明
治
製
_

は
.確

固

たる
地
f

占
め
る
に
至
っ
た
。 

か
く
七
漸
次
製.
輯
讀
も̂

i

資
氺P

.

手
.

に

侬
っ
，
て

支

配

さ

れ

.

る
に
至
り
、.

そ
れ
に
っ
れ
て
販
寶
部
面
に
於
ても
‘

コI,

井
物
產
、
■
コ
 

一̂

商
事 

が
從
來
の
糖
扃
长
と
っ
て
代^

っ
、
あ
る。
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.
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•

•
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以
上
の
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く
獨
卜？

資
本
主
義
の
段
階
に
入
：る_や
、
砂
糖
配
給
組
織
の.
支
配
は
從
來
の
巨
大
糖
商
の
手
か
ら
產
_
*
本
觅
に
金
■
資
本 

の
手
に
淡
づ
贪
の
で
ぁ
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